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料

ノ、

υ
法
袖
休
機
関
の
性
格
ー
す
法
調
査
部
門
と
そ
れ
以
外
的
利
埋
い

社
法
補
佐
機
関
に
関
す
る
改
革
索

1

改
羊
誕
の
概
柑

2

げ
法
補
休
機
聞
の
合
理
化

3

げ
法
袖
休
機
能
(
特
に
斗
法
調
存
機
能
)
の
拡
充
・
強
化

凶
寸
法
調
査
陣
内
問
的
現
状
と
特
色
恥
ぷ
院
調
査
局
を
中
心
に

1

衆
議
院
調
存
同
の
制
度
的
変
遷

2

衆
議
院
調
存
肘
の
業
務

3

υ
什
目
前
l
h

斗
機
閣
の
特
色

五
段
議
院
調
査
局
ピ
ン
ヨ
ン
の
策
定

1

衆
議
院
調
存
吋
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
経
緯

2

衆
議
院
調
存
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
成
、
内
容

寸
法
調
査
機
関
改
革
の
謀
題

げ
法
調
丘
機
能
の
拡
充
・
強
化
と
M
刑
木

U
Hの
寺
門
刊
の
強
化

政
策
す
索
機
能
の
充
実

統
合
論
に
対
す
る
評
価

げ
法
調
査
機
関
改
小
の
今
後
の
課
題

2 2 
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五t

3 
は
じ
め
に

同
九
μ
閃
書
館
等
の
い
わ
ゆ
る
げ
法
梢
休
機
崎
の
改
革
、
特
に
議
院
の
寸
法

制
附
査
機
関
で
あ
る
衆
議
院
の
嗣
芥
尚
、
参
議
院
の
常
任
委
員
会
副
芥
唱
の

嗣
丘
機
能
の
蛇
充
強
化
に
閲

L
、
ノ
ど
の
動
F

川
と
謀
題
に
つ
い
て
、
検
討

本
一
相
は
、
同
会
改
吊
の
一
要
素
を
な
す
各
議
院
の
事
務
局
・
法
制
局
、



し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

立法補佐機関改干の動向と課題

本
稿
の
構
成
は
、
ま
ず
、
一
阿
会
改
革
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
特
を
指

す
の
か
、
「
寸
法
補
佐
際
関
の
改
革
」
が
「
凶
会
改
革
」
の
概
念
の
中
で

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察

L
、
次
に
、

止
法
補
佐
機
関
」
の
稀
類
-
昨
ほ
お
守
に
つ
い
て
概
観
し
、
さ
ら
に
、

υ

法
補
佐
機
関
に
関
す
る
各
種
の
改
小
案
に
つ
い
て
、
特
に
川
l

成

今

年

以

降
の
も
の
を
巾
心
に
検
討
を
加
え
亡
い
る
。
次
い
で
、
ウ
法
補
佐
殿
関
の

う
ち
、
寸
法
調
査
や
法
制
執
務
の
分
野
を
担
当
す
る
i

止
法
制
存
機
関
の
現

状
と
特
色
、
衆
議
院
調
査
局
の
改
小
、
衆
議
院
調
査
局
ピ
ン
ヨ
シ
の
策
定

等
に
つ
い
て
考
察
し
、
最
後
に
、
す
法
調
査
機
関
改
革
の
謀
題
に
つ
い
て

検
社
を
加
え
て
い
る
)

本
杭
は
、
平
成
一
九
年
八
片
一
川
川
、
北
人
立
法
過
相
側
究
会
で
報
パ
け

し
た
報
告
原
稿
を
補
T

ー
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
注
」
を
付
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
街
中
古
見
に
H
一
る
出
分
は
、
す
べ
て
私
見
で
あ
る
こ
と
を
予

め
お
断
り
し
て
お
く

一
同
会
改
本
の
概
念
と
立
法
補
佐
機
関
改
革
の
依

匡
付
け

ま
ず
、
「
回
会
改
革
」
と
い
う
場
合
、
と
の
よ
う
な
責
比
内
容
を
指
し

一
ボ
し
て
い
る
か
が
問
題
に
な
る
。
預
似
し
た
概
念
に
「
政
治
改
革
一
が
あ

る
ご
一
政
治
改
羊
」
は
選
挙
制
度
、
政
治
資
金
制
度
、
政
治
腐
敗
防
リ
等

の
改
小
を
指
し
示
し
て
い
る
が
、
仏
い
草
昧
で
は
、
凶
会
改
革
を
含
む
も

の
で
あ
ろ
う
{
こ
れ
に
対
し
て
、
「
同
会
改
革
一
と
は
、
議
会
制
度
、
凶

会
に
お
け
る
品
機
能
、
議
員
、
議
員
祐
吉
、
回
会
事
務
同
、
国
会
職
員
等

を
め
ぐ
る
諸
制
度
に
お
け
る
改
革
、
ん
ロ
列
化
、
適
正
化
等
を
指
し
不
し
て

い
る
j

「
国
会
改
芋
」
を
問
題
と
し
て
い
る
と
き
は
、
「
政
治
改
品
i

」
は
吹

く
選
手
制
度
、
政
治
資
会
制
度
、
政
治
腐
敗
防
止
等
の
改
革
を
指
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
ο

も
っ
と
も
、
政
治
改
革
と
凶
会
改
革
と
は
、
対
象
が
政

治
の
場
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
重
な
り
ん
門
う
こ
と
も
少
な
く
な

し

「
同
九
以
改
小
」
の
概
念
の
山
町
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
概
ね
次
の

八
つ
の
項

H
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
は
、
「
止
法
機
能
の
改
革
」
で
あ
る
c

こ
れ
は
、
国
会
、
議
会
の

本
来
的
な
任
北
初
で
あ
る
I

げ
法
機
能
に
関
す
る
改
革
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

「
議
員
烹
訟
の
活
件
化
」
の
以
清
が
多
い
。
「
吋
ハ
兄
ぷ
拘
束
の
緩
和
」
も
問

題
と
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
は
、
「
行
政
監
視
機
能
の
改
革
」
で
あ
る
。
同
会
、
市
碓
に
は
各

ぷ
院
の
右
す
る
行
政
監
視
権
限
を
適
切
に
行
他
さ
せ
る
必
叫
が
あ
る
の
こ

れ
は
、
既
に
「
決
骨
行
政
佐
川
視
委
員
会
」
(
参
議
院
で
は
決
持
委
員
会
と



料

は
別
に
「
行
政
臆
説
委
員
会
乙
の
設
問
に
よ
り
ひ
と
ま
ず
決
群
が
つ
い

て
い
る
〔
ま
た
、
一

f
情
的
調
査
制
度
」
も
設
け
ら
れ
て
い
る

第
三
は
、
「
凶
会
審
議
運
常
の
改
小
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
困
公

審
議
活
性
化
法
(
平
成
一
一
汗
法
律
第
一
ハ

U
2
に
よ
る
科
目
世
の
活
性

化
策
が
あ
る
)
こ
れ
は
、
芯
一
政
府
委
員
の
白
川
、
一
泊
副
大
匝
川
旬
、
の
導
入
、

丸
一
回
家
基
本
政
策
委
員
会
の
新
設
、
ー
兄
J

向
討
論
の
導
入
手
一
内
百
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
同
対
政
治
の
是
正
」
や
「
与
党
事
前
存
査
制
」

の
問
題
も
あ
る
ご
き
ら
に
、
会
開
制
の
問
題
(
通
作
回
会
の
提
案
)
も
あ

る
ο

五t

第
凶
に
、
「
参
議
民
改
革
」
の
問
題
が
あ
る
。
参
一
次
院
の
在
り
方
、
そ

の
独
向
性
的
確
保
の
問
屈
が
長
年
一
ぷ
論
さ
れ
て
き
て
い
る
c

き
ら
に
は
、

い
か
な
る
形
態
の
一
院
制
が
望
ま
し
い
か
の
問
題
も
あ
る
G

第
五
に
、
「
議
員
待
辿
の
改
草
」
が
あ
る
。
議
員
歳
費
の
削
減
、
議
員

年
金
の
廃
リ
、
そ
の
他
A
F
A
R
特
権
の
凡
世
し
(
水
介
在
職
議
日
の
肖
像
画

作
成
費
、
特
別
交
通
貨
竿
)
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
〕

第
ャ
ハ
に
、
「
政
治
愉
町
内
の
確
リ
」
の
問
題
が
あ
る
の
こ
れ
に
は
、
議
員

の
資
出
公
開
、
政
治
倫
理
審
査
会
的
実
効
性
の
確
保
、
あ
っ
せ
ん
利
得
の

処
却
の
問
題
が
あ
る
っ
こ
の
領
域
は
、
政
治
資
金
の
問
題
や
腐
敗
防
止
の

問
題
と
需
絞
に
閑
辿

L
、
境
界
は
陵
昧
で
あ
る
υ

第
七
に
、
阿
川
町
の
同
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
換
面
す
れ
ば
、
国
会
情
報
の

発
信
の
問
題
で
あ
る
。
回
会
存
議
巾
継
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
同
会

情
報
の
発
信
は
既
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
存
、
迅
速
さ
等
に
つ
い

て
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

第
八
に
、
「
す
法
袖
件
機
関
の
改
草
一
で
あ
る
。

寸
法
補
佐
機
関
」
と
は
、
広
去
に
お
い
て
は
、
止
法
府
に
置
か
れ
る

寸
法
川
動
を
袖
休
す
る
際
関
で
あ
る
衆
議
院
・
参
議
院
の
議
院
事
務
尚
、

衆
議
院
参
議
院
の
ぷ
院
法
制
局
、
国
立
同
会
同
書
館
、
裁
判
官
押
幼
裁

判
所
事
務
局
、
裁
判
官
ぷ
迫
委
員
会
事
務
吋
及
び
議
員
の
職
務
の
遂
行
を

紬
休
す
る
議
H
片
山
知
古
を
指
す
。
扶
桑
に
お
い
て
は
、
以
卜
の
も
の
の
う
ち
、

ぷ
員
秘
書
を
除
い
た
も
の
を
桁
し
て
い
る
。
狭
義
の
y
d
一
法
補
佐
機
関
の
う

ち
、
ム
リ
法
調
査
分
野
-
法
制
分
野
を
補
佐
す
る
ウ
法
補
佐
機
関
を
一
ウ
法

嗣
査
機
関
」
と
い
う
。
斗
法
嗣
十
九
日
機
関
は
、

H
八
体
的
に
は
、
家
ぷ
院
・
参

議
院
の
議
院
事
務
局
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
衆
設
院
調
査
局
目
参
議
院
常

任
委
員
会
調
査
室
、
衆
議
院
・
参
議
院
の
議
院
法
制
局
、
国
立
回
会
問
書

館
調
官
及
び
寸
法
考
査
局
を
出
帆
し
て
い
る
c

「
す
法
補
佐
際
関
の
改
小
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
積

年
の
M
M
也
で
あ
る
「
寸
法
補
休
機
能
の
拡
充
・
強
化
」
の
問
題
で
あ
る
c

ま
た
、
長
近
で
は
、
「
寸
法
補
佐
際
問
の
合
理
化
、
ス
リ
ム
化
」
が
同
組

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
時
の
行
政
改
革
、
構
造
改
革
の
動
F

川
に
影

川崎
を
受
け
た
も
の
で
、
各
議
院
の
事
務
局
、
法
制
局
常
寸
の
械
E
U
U

の
給
ι
J
、

北法;;9(2' 4(0) 922 



干
当
、
定
数
、
事
務
事
業
斗
?
の
見
直
し
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

仏
義
の
一
ー
止
円
以
補
佐
機
関
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
議
員
砧

主
ど
に
つ
い
て
は
、
秘
書
制
度
改
小
が
提
一
六
さ
れ
、
政
策
山
知
古
の
設
問
な

ど
が
実
刻
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
項

H
山
町
、
狭
義
的
寸
法
補
件
機
関
を
枚
討
の
対
象

シ
「
レ
て
い
る
。

ム
礼
法
補
佐
機
関
の
種
類
、
と
性
格

リ
法
袖
休
機
関
の
種
類

立法補佐機関改干の動向と課題

斗
法
補
佐
機
関
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
狭
認
に
お
い
て
は
、
立
法

付
に
お
い
で
す
法
活
動
を
補
佐
す
る
椛
閑
を
い
い
、
同
ハ
体
的
に
は
、
決
議

院
参
ぷ
院
の
事
務
吋
、
衆
ぷ
院
参
議
院
の
法
制
局
、
凶

μ一
阿
会
図
書

鮪
を
指
し
て
い
る
〕

(
議
院
事
務
局
)

衆
議
院
・
参
議
院
の
各
一
議
院
に
は
、
事
務
局
と
法
制
吋
と
が
ル
は
け
ら
れ

て
い
る
。
事
務
局
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
事
務
総
ぷ
は
各
議
院
に
お
い
て
国
公

議
員
以
外
の
音
か
ら
選
挙
で
選
任
さ
れ
る
(
実
態
は
各
議
院
事
務
局
の
内

部
登
用
で
あ
る
)
。

事
務
局
の
紺
紘
は
、
事
務
部
門
と

4u刈
十
九
日
部
門
に
大
別
さ
れ
る
剛

者
に
は
、
議
事
部
、
委
員
部
と
い
っ
た
議
事
運
北
部
門
、
庶
務
部
、
管
理

部
と
い
っ
た
管
理
部
門
、
議
院
警
察
を
学
る
警
務
部
、
辿
記
法
に
よ
っ
て

会
議
録
を
作
成
す
る
コ
叫
録
部
が
含
ま
れ
る
。
後
者
に
該
当
す
る
の
は
、
衆

嶋病
院
事
務
局
に
お
い
て
は
一
調
+
九
川
崎
」
、
参
議
院
事
務
局
に
お
い
て
は

一常

任
委
民
公
調
査
室
」
で
あ
る
。
衆
議
院
の
調
丘
局
は
、
議
院
運
川
内
委
員
会
、

懲
罰
委
員
会
を
除
く
各
1M仔
委
員
会
に
対
応
す
る
一
引
の
調
存
主
と
件
特

別
妥
員
会
を
担
当
す
る
も
川
つ
の
特
別
調
脊
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
各

副
官
半
に
は
、
調
存
{
ゃ
い
以
(
中
川
任
委
員
会
専
門
口口
の
充
て
職
)
、

向
席
調

査
員
、
次
席
調
査

R
、
調
吾
川
貝
が
配
置
さ
れ
る
。
調
杵
肘
は
、
平
成
。

作
に
常
れ
委
員
会
調
査
需
を
二
川
的
に
改
組
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
務

同
の
仰
に
調
査
局
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
調
膏
同
の
中
で
は
依
扶
と
し

て
各
調
存
半
が
#
存
し
て
い
る
こ
と
、
(
常
仔
委
員
会
専
門

H
の
充
て
臓

で
あ
る
と
こ
ろ
の
)
制
咋
山
手
長
は
詞
丘
局
長
の
指
叫
ん
叩
令
を
受
け
て
JF備

的
調
官
を
ノ
打
、
つ
が
、
委
員
会
の
調
査
事
務
に
つ
い
て
は
常
任
委
員
会
専
門

員
が
そ
の
属
す
る
市
仔
岳
民
公
の
委
員
長
の
命
令
で
実
施
し
て
い
る
こ
と

等
、
理
解
の
難
し
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
(
調
音
局
、
常
任
委
員
会
調
査

室
に
つ
い
て
、
ホ
し
く
は
彼
述
す
る
)
じ

巾
l

成
一
九
午
度
の
衆
議
院
事
務
肘
の
定
員
は
?
ハ
七
凶
人
(
事
務
総
長

を
含
む
)
、
参
ぷ
院
事
務
局
の
定
員
は
一
二
六
心
人
(
事
務
総
長
を
青
む
)

北法S9(2.4(11)923



料

と
な
っ
て
い
る
。

五t

(
議
院
法
制
局
)

各
議
院
に
は
法
制
吋
が
聞
か
れ
て
お
り
、
法
制
問
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
法

制
局
長
は
各
一
次
院
の
議
ぷ
に
よ
り
仔
命
き
れ
る
{
法
制
民
は
、
ぷ
員
提
出

比
律
案
、
修
正
案
内
六
案
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
ご
衆
嶋
病
院
は
制
局
は
、

六
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
九
年
度
の
定
員
は
八
一
人
(
法
制
同

長
を
合
む
)
で
あ
る

h

会
議
院
法
制
局
は
、
立
市
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

平
成
一
九
年
民
の
I

疋
員
は
七
六
人
(
法
制
吋
伝
を
含
む
)
で
あ
る
ご
法
制

尚
に
お
け
る
す
案
業
務
は
、
法
制
執
務
と
い
う
技
術
的
側
面
が
あ
る
が
、

す
法
調
査
部
門
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
国
立
国
会
図
書
館
)

国
立
同
会
同
書
館
は
回
会
に
間
か
れ
、
館
以
は
両
議
院
の
議
長
に
よ
り

仔
ム
即
さ
れ
る
の
副
亭
門
部
門
と
並
ん
で
嗣
芥
部
門
と
し
と
「
嗣
存
及
び
立
法

考
丘
局
」
が
世
か
れ
て
い
る
。
叶
害
部
門
は
「
国
立
」
の
中
央
附
虫
館
と

し
て
の
機
能
を
、
調
査
部
門
は
「
同
九
山
」
の
凶
古
館
ト
と
し
て
の
機
能
を
来

た
し
て
い
る
と

一一
円
え
よ
う
υ

N

剛
弁
及
び
立
法
が
弄
同
の
組
織
は
、
総
合
嗣

青
室
、
調
丘
企
画
課
、
阿
会
レ
フ
ア
レ
ン
ス
謀
、
議
会
日
庁
資
料
嗣
丘
一
山
了

ぷ
、
政
治
議
会
調
芥
室
・
認
、
行
政
法
務
副
企
半
-
認
、
外
父
防
衛
調
査

唱
訳
、
財
政
ん
じ
融
調
査
半
・
謀
、
経
泊
産
業
調
査
芹
・
謀
、
農
林
誠
境

調
丘
半
謀
、
凶
土
交
通
調
査
手
謀
、
文
教
科
学
校
術
嗣
存
室
・
課
、

社
会
労
働
調
査
室
・
謀
、
海
外
立
法
情
報
刈
十
九
日
草
訳
、
電
子
情
報
サ
ー

ビ
ス
却
の
二
一
室
一
四
課
で
構
成
さ
れ
て
い
る
嗣
脊
及
び
立
法
寺
育
局

の
体
制
は
、
ぷ
が
あ
っ
て
そ
の
上
に
調
存
室
が
世
か
れ
て
い
る
と
い
う
形

態
(
草
謀
削
)
を
と
っ
て
お
り
、
各
課
は
日
常
的
な
業
務
・
依
頼
調
査
に

対
出
し
、
各
調
宜
主
は
高
度
な
調
査
の
対
応
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
ご

各
調
堂
需
は
、
専
門
調
吾
川
貝
を
ー
十
任
と
し
、
判
明
ん
門
に
よ
り
被
数
の
専
門

川
査
員
投
ぴ
十
幹
、
羊
任
調
査
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
羊
任
で
あ
る
専
門

副
l
h
A
H
は
、
対
出
す
る
課
が
行
、
つ
詞
企
に
つ
い
て
必
要
に
出
じ
課
長
に
指

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
利
査
及
び
立
法
与

査
局
に
お
い
て
は
、
調
査
及
び
立
法
vetv同
長
の
「
に
弁
調
弁
事
が
あ
り
、

l-一

体
的
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
日

十
成
一
九
年
度
の
阿
斗
一
同
余
図
書
館
の
定
員
は
、
九
一

副
館
長
を
含
む
)
で
あ
る
の

北法:i9(2'40Z1924

一
人
(
館
長
、

ワ

元
凶
補
佐
機
関
の
性
格
有
法
調
査
部
門
と
そ
れ
以
外
の

達
しミ

こ
の
よ
う
な
組
織
や
部
門
に
よ
っ
て
、
す
U

法
補
佐
出
向
叫
に
お
い
て
逆
行

す
べ
き
仔
務
・
業
務
に
ん
き
な
違
い
が
あ
る
。

一一
次
事
運
rU部
門
に
お
い
て

は
、
本
会
議
や
妥
員
会
の
式
事
が
円
滑
、
適
正
に
遂
わ
さ
れ
る
よ
う
に
処



立法補佐機関改干の動向と課題

理
す
べ
き
で
あ
る
し
、
包
珂
部
門
に
あ
っ
て
は
、
人
事
法
規
や
会
引

U
規

に
基
づ
い
て
部
内
わ
政
を
、
凪
置
に
実
施
す
る
こ
と
に
限
円
が
あ
る
ご
事
務

部
や
記
録
部
に
お
い
て
は
、
議
院
警
察
、
辿
記
法
に
よ
る
ん
山
議
録
の
引
成

と
い
う
業
務
を
適
止
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
寸
法
調
査
山
門
に
お
い
て
は
、
徒
出
さ
れ
た
法
律
案

に
つ
い
て
の
説
明
資
料
の
刊
成
、
議
員
か
ら
の
調
査
依
頼
へ
の
対

-U
、
議

員
提
出
法
体
系
・
修
T
I
索
の
す
案
等
が
業
務
の
志
本
で
あ
る
。
少
数
の
人

数
で
一
つ

λ
は
慢
数
の
告
庁
を
担
当
し
、
そ
の
省
庁
又
は
そ
の
中
の
あ
る

同
町
政
策
や
所
管
す
る
法
悼
の
内
容
ば
か
り
で
な
く
、
政
省
令
、
通
達
、

そ
の
他
細
か
な
行
政
実
務
に
ま
で
通
暁
し
て
い
る
必
攻
が
あ
る
場
合
も
あ

る
c

立
法
調
音
機
関
に
お
い
て
は
、
い
か
に
調
存
能
力
を
同
め
る
か
が
組

織
と
し
て
の
最
大
の
品
川
起
で
あ
る
。
他
方
、
寸
法
調
査
機
川
崎
に
お
い
て
は
、

取
調
存
同
参
常
任
委
員
会
副
作
半
、
衆
参
法
制
局
、
凶
立
岡
会
図
書

餅
調
脊
及
び
ウ
法
考
査
局

(
N
M
K
ト
「
凶
会
川
問
書
館
副
芥
吋
」
と
川
町
す
)
の

業
務
に
は
包
分
が
な
く
、
平
複
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
例
え
ば
、
議
員

提
山
法
律
案
の
法
体
系
山
桝
は
、
い
ず
れ
の
際
関
で
も
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
実
際
に
は
法
制
吋
で
作
成
し
て
い
る
υ

議
員
就
山
法
律
案
の

提
案
町
内
由
は
、
議
員
本
人
か
調
企
局
-
調
音
室
が
作
成
す
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
各
ム
リ
法
調
査
段
問
は
そ
れ
ぞ
れ
独
止
し
て
詞
斎
業
扮
を
行
っ
て

お
り
、
す
法
調
査
機
関
相

E
問
の
連
携
は
品
薄
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
業

務
の
重
複
と
連
携
の
布
部
さ
が
、
ム
υ
法
調
査
機
関
に
対
し
、
合
理
化
、
効

平
化
を
目
的
と
す
る
統
合
を
求
め
る
近
耐
の
勤
き
の
昨
肉
と
な
っ
て
い
る

し
、
他
点
、
調
査
能
h
A
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
、
頼
む
に
足
ら
ず
と
ば
か

り
に
一
次
員
等
か
ら
の
刈
弁
の
依
頼
が
米
な
く
な
っ
た
り
、
他
の
隊
問
に
依

頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
ご

こ
の
よ
う
に
げ
法
袖
休
機
関
と
い
っ
て
も
、
内
部
の
組
織
や
部
門
に

よ
っ
て
、
遂
行
す
べ
き
任
務
業
務
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
方
、
特

に
止
法
制
芥
部
門
相
h
H
附
に
お
い
て
は
職
務
の
重
慢
が
般
的
で
あ
る
こ

と
に
ほ
意
す
べ
き
で
あ
る
。

マ
法
補
佐
機
関
に
関
す
る
改
本
案

改
革
案
の
概
観

十
成
時
代
に
人
ワ
て
か
ら
の
i

止
法
補
佐
機
関
に
悶
す
る
主
な
改
草
案
を

見
て
み
よ
、つの

北法59(2 -40:;) 925 

ま
ず
、
平
成
八
年
ま
で
の
改
革
従
は
、
概
ね
ム
リ
法
補
佐
機
能
及
び
そ
れ

を
判
、
つ
げ
法
袖
休
機
崎
の
舷
充
・
強
化
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
っ
げ

法
補
佐
陣
内
能
、
リ
て
μ
袖
佐
機
関
を
拡
充
目
強
化
す
る
こ
と
は
、
寸
法
肘
の

す
法
機
能
の
強
化
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、



料

止
法
補
佐
機
関
の
蛇
充
強
化
の
必
法
性
一
般
に
つ
い
て
は
、

γ
成一

年
l

ハ
月
の
衆
議
院
議
会
制
皮
協
議
会
に
お
け
る
件
党
の
改
革
茶
に
盛
り
込

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
ο
F川
出
民
上
党
は
「
同
会
川
動
の
泊
判
化
の
た
め
、

事
務
局
の
あ
り
卜
々
の
改
再
を
検
北
す
る
こ
と
一
を
、
円
本
社
会
党
の
「
回

会
改
革
に
つ
い
て
の
従
索
」
は
一
回
会
の
調
査
・
寸
法
休
制
を
強
化
す
る
」

こ
と
を
、
八
公FムA
明
"
円
覚
，
正
兄
の
「
凶
ム
会
古
改
草
」
従
令
案
禾
は
「
議
】
員
貝
げ
止V

よ
う
に
体
制
宇
を
一
敵
件M
、
え
え
る
こ
と
O

そ
の
た
め
に
、
国
会
の
調
査
立
法
体
制
を

飛
際
的
に
強
化
す
る
こ
と
」
を
、
日
本
日
ハ
産
党
の
一
回
会
改
革
に
つ
い
て

の
主
な
テ
!
?
」
は
「
凶
会
の
嗣
脊
止
法
補
佐
部
い
周
の
拡
充
強
化
」
を
、

民
社
党
の
「
同
会
改
革
に
関
す
る
提
一一
円
」
は
「
国
会
の
情
恨
収
集
研
究

調
丘
仏
制
的
強
化
一
情
報
副
作
同
」
の
北
置
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
枕
案
し

て
い
た
。

五t

了「平小強
、ドつ衆国成推 1tそ
成の議会六進がの
時事ι院改年協キ他
代言 1'; 吊 J、行主張 j
の」長へ月会さ弁
凶が・の-~れ界
会あ鯨-R R T か
改る岡つの問いら
革。兵の 7十政たの
論輔抗 )1 治、改
議 副計三た ~M; 例品
の 議 ιiか調え案
'1' 長了)ばに
で の半~ l:d、お
「時議 k半い

>r 目玉イ¥院 32成て
法 員 i! 議鴇四も

F 2d手E年言
機の鯨 52ー補
能 hii 川岡;片 VL
性日兵;'i-t *設

立 化の輔 22 日能
法 に土副需のの
補 問井議~~長政拡
佐 t た長 f J古光
機 るか 0) 、己主

間
の
鉱
充
強
化
は
多
く
の
改
革
議
に
お
い
て
ギ
張
き
れ
て
き
た
が
、
千

成
八
午
ま
で
の
改
革
案
は
概
ね
i

止
法
補
佐
機
能
の
拡
充
強
化
を
ヱ
娠
し

て
い
る
も
の
の
、
お
何
回
日
と
し
て
提
案
し
て
い
る
に
過
き
な
い
も
の
が
大

半
で
あ
っ
た
。
ー
止
法
補
佐
機
能
の
批
充
・
強
化
は
重
出
な
課
題
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
に
至
る
具
体
的
方
策
を
欠
い
た
提
言
ぜ
あ
っ
て
は
不
分
で
あ

北法;;9(2' 4(4) 926 

る

一
方
、
そ
の
後
、
平
成
一
年
か
ら
平
成
二
二
刊
に
か
け
て
提
案
さ
れ

た
改
小
案
は
、
行
政
改
革
の
動
き
の
中
で
今
日
法
補
佐
機
閣
の
合
理
化
ス

リ
ム
化
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
平
成
一
一
年
一
月
一
一
口
の

自
市
民
キ
党
政
治
制
度
改
小
本
部
同
会
改
革
委
員
会
「
同
会
改
革
に
関
す

る
答
申
」
は
、
こ
の
方
向
件
を
む
ち
出
し
た
時
欠
と
な
る
も
の
ご
あ
っ
た
c

次
い
で
、
平
成
二
二
年
ハ
月
一
八
日
の
守
党
一
党
凶
会
改
革
推
進
協
議
た

「
国
会
改
羊
推
進
に
関
す
る
恨
告
」
は
、
ム
リ
法
補
佐
機
関
の
合
理
化
と
い

う
点
で
は
断
片
的
な
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
こ
の
ん
向
性
に
乗
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
綿
貫
衆
議
院
議
長
の
私
的
訪
問
絞
問
で
あ
る
「
衆
議
院

改
革
に
閲
す
る
嗣
存
会
」
が
平
成
一
今
一
年
一
月
九
日
に
答
申
し
た
「
衆

ぷ
院
改
革
に
関
す
る
制
作
会
笹
山
ザ
」
は
、
阿
会
改
革
に
閲
す
る
事
項
に
つ

い
て
広
範
な
検
J
を
加
え
て
い
る
が
、
止
法
補
佐
機
関
に
つ
い
て
は
、
米
・

参
事
務
同
組
織
の
統
作
の
推
進
を
提
言

L
、
や
は
り
こ
の
ん
山
の
下
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
、
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三
一
日
の
衆
議
院
議
院
通
常
委
員
会
衆
議
院
事
務
同
等
の
改
平
に
関
す
る

小
委
員
会
「
米
議
院
事
務
局
等
の
改
草
に
閲
す
る
小
委
民
公
中
間
取
り
ま

と
め
」
で
あ
る
。
前
当
の
「
国
会
事
務
同
等
改
u
?
に
関
す
る
提
=
J
は
、
「
国

会
事
務
吋
写
の
改
革
」
と
対
象
を
明
伴
に
し
た
ト
で
、
社
法
補
佐
機
関
の

合
理
化
ス
リ
ム
化
を
強
く
主
張
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

止
法
補
佐
機
関
の
A
H
m
化
・
ス
リ
ム
化
の
志
向
の
中
で
特
筆
す
べ
き

は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
一
議
院
運

μ委
員
会
が
一
衆
議
院
事
務
吋
等
の
改

小
に
関
す
る
小
委
員
会
」
を
設
問
し
て
、
事
務
局
等
の
改
草
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
衆
議
院
議
院
運
背
委
員
会
は
、
平
成
十
八

年

月

一

O
H、
「
衆
議
院
事
t
扮
局
叫
I

寸
を
効
キ
的
か
っ
機
能
的
な
組
織
に

し
、
議
員
の
補
佐
機
能
の
光
実
強
化
を
図
る
た
め
」
、
「
米
議
院
事
務
局
等

の
改
革
に
関
す
る
小
委
員
会
」
を
ぷ
置
し
、
同
小
委
員
会
は
、
平
成
一
八

芹

π月
二
二

H
、
「
栄
一
次
院
予
td
局
等
の
改
革
に
関
す
る
小
委
員
会
中
間

取
り
ま
と
め
」
を
取
り
ま
と
め
、
効
説
的
か
つ
機
能
的
な
組
織
に
向
け
た

取
組
み
(
合
理
化
、
ス
リ
ム
化
の
方
向
)
を
不
す
と
と
も
に
、
す
法
補
佐

機

能

の

屑

の

払

光

強

化

を

か

な

り
H
一
体
的
に
打
ち
出
し
た
衆
一
議
院

ぷ
抗
運
営
委
員
会
と
い
、
つ
議
院
の
T
K
式
な
機
関
が
そ
の
事
務
局
等
の
改
草

に
取
り
組
む
の
は
、

憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
{
}

2 

止
法
補
佐
機
関
の
什
理
化

ま
ず
「
げ
止V

前
述
し
た
よ
う
に
、
引
千
[
成
一
一
仲
牛i
か
、
ら
勺
平
成
一
年
に
，
か
か
け
て
提
川
袋
巣
さ

れ
た
改
草
案
は
、
立
法
補
佐
機
関
の
ん
口
珂
化
・
ス
リ
ム
化
を
志
向
す
る
よ

う
に
な
つ
で
き
た
り

「
ウ
法
補
佐
機
関
の
合
理
化
」
と
い
う
場
合
、
人
門
珂
化
の
対
象
の
別
に

よ
っ
て
、
ほ
ほ
一
つ
の
内
が
が
含
ま
れ
て
い
る
c

第
一
は
、
一
国
会
職
員

の
処
巡
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
一
は
、
「
議
院
事
務
局
の
色
理
部
門
・

記
録
部
門
の
什
理
化
」
で
あ
る
。
第
一
は
、
「
立
法
嗣
存
機
関
の
ん
門
疎
化
」

で
あ
る
c

(
国
会
職
員
の
処
遇
)

ま
ず
、
第
の
国
会
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
同
会
特
別
手
当
」
は
、

γ成
年
初
め
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
「
乱
闘

T
当
」
と
命
名
さ
れ
、
世
論
の
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
会
特
別

T
当
は
、
「
凶
会
開
会
中
に
お
い
て
勤
労
の
強
肢
が
著
し
い

事
務
に
従
事

L
た
国
会
職
員
に
」
支
給
き
れ
る
干
当
で
あ
り
、
昭
和
三
五

北法59(2-40;))927



料

年
に
「
同
会
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
科
一
が
改
止
さ
れ
、
法
規
卜
制

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
予
算
に
計
卜
さ
れ
、
予
算
の
範
問
内
で
支
給
さ
れ

て
い
る
。
支
給
不
は
、
昭
和
三
カ
年
度
に
お
い
て
は
衆
議
院
・
参
議
院
が

本
俸
の

0
・
N
今
月
八
刀
、
国
会
凶
香
川
崎
が

0
・
一
う
月
分
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
漸
叫
し
、
衆
議
院
・
参
議
院
は
昭
和
立
心
作
度
以
降
本
俸
の
一
今

月
分
、
同
公
図
書
館
は
昭
和
万
ハ
年
度
以
降
本
俸
の

0
・
七
九
ヶ
円
分
で
、

平
成
一
一
年
に
ム
土
つ

C
い
た
。

五t

一
年
一
月
一
日
の
い
出
民
主
党
政
治
制
度
改
革
本
部
副
会
改

小
委
員
会
の
「
凶
会
改
革
に
関
す
る
答
申
」
は
、
「
4

同
会
職
員
の
処

辿
の
適
止
化
」
と
し
て
、
「
同
会
職
員
の
回
会
特
別
手
当
に
つ
い
て
は
、

5
年
で
段
階
的
に
祈
減
・
駈
止
」
す
る
こ
と
と
し
た
日
平
成
二
年
二

月
、
平
成
二
二
刊
度

F
算
大
蔵
原
案
に
お
い
て
国
会
特
別
「
当
の
減
鈎
が

決
定
さ
れ
た
の
凶
会
特
別
手
当
は
、
世
論
の
批
判
を
そ
け
、
半
成
二
二
河

川
ほ
か
ら
支
給
千
を
段
階
的
に
縮
減
し
て
主
て
お
り
、
平
成
一
七
十
l

ハ
月
一

川
け
の
議
院
逆
営
委
員
余
庶
務
小
委
員
会
に
お
い
て
平
成
一
ハ
一
年
度
か
ら

廃
け
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、
平
成
一
八
年
二
川
一

O
H
の
白

出
民
4
党
行
政
改
革
推
進
本
部
の
「
阿
会
事
務
局
等
改
革
に
関
す
る
徳
一

U

は
、
「
川
給
与
等
の
見
市
し
」
の
う
ち
「
一
③
各
稀
「
当
り
っ
ち
困
余
特
別

干
当
な
ど
国
民
の
理
解
が
得
、
つ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
山

m
t肢
を

も
っ
て
廃
リ
す
る
」
と
し
て
い
る

巾

l

成

ま
た
、
最
近
で
は
、
幹
部
職
員
の
高
給
処
遇
も
批
判
の
組
卜
に
上
っ
て

「
お
き

た

川
l
成
七
年
一
一
月
に
衆
議
院
議
院
誕
常
委
員
会
叶
務
小
委
員
会
等

で
見
直
し
の
検
川
が
始
ま
り
、
同
午
四
月
、
凶
務
大
凶
と
同
組
で
あ
っ
た

北法;;9(2' 4(6) 928 

同
立
同
九
五
閃
書
館
長
の
給
与
が
衆
・
参
法
制
局
長
と
同
額
に
減
額
さ
れ

た
巾
l

成
一
八
年
一
月
の
「
国
人
山
市
務
局
等
改
革
に
関
す
る
泣
百
」
は
、
「
川

給
与
等
の
見
直
し
」
に
お
い
て
、

職
員
が
仔
ム
叩
き
れ
て
い
る
山
院
事
務
総
長
や
両
院
法
制
局
長
、
岡
山

回
会
同
亭
門
鮪
ぷ
が
、
困
民
の
代
表
で
あ
る
凶
会
議
員
よ
り
も
作
給
米
上

で
は
上
位
に
位
聞
付
け
ら
れ
、
両
院
事
務
次
長
、
川
院
法
制
次
長
、
凶

立
同
会
図
害
館
副
館
ド
江
川
寺
と
各
首
庁
の
ト
y
ブ
で
あ
る
事
務
次

μ
と
が

阿
惰
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
幹
部
職
員
の
給
ワ
体
系
は
、
行
政
絞

聞
の
本
省
幹
部
職
員
等
の
職
責
、
格
刊
け
等
と
者
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
牛
へ

し
て
お
り
、
技
本
的
見
直
し
を
行
、
つ
べ
き
で
あ
る
(
事
務
総
長
次
長
、

専
門
員
、
館
以
・
副
館
長
、
専
門
調
脊
員
、
法
制
局
長
・
次
長
等
)
」

と
の
荒
木
認
識
を
表
明
し
て
い
る
υ

し
た
が
っ
て
、
「
阿
会
事
務
局
等
改

革
に
関
す
る
縫
言
」
は
、
事
務
総
長
、
事
務
次
長
、
専
門
員
生
寸
の
給
ι
J
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
に
と
と
ま
ら
ず
、
「
両
院
事
務
総
ぷ
、
人
山
任
委
員
公

専
門
民
や
国
会
凶
古
館
専
門
嗣
芥
員
な
ど
の
特
別
給
料
表
旭
川
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
と
が
内
部
械

R
か
ら
仔
肘
き
れ
て
い
る
実
態
に
鑑
み
、



立法補佐機関改干の動向と課題

特
別
給
料
主
立
を
廃
リ
し
て
、
給
ワ
体
系
を
本
化
す
る
一
こ
と
を
抗
面
し

て
い
る
ま
た
、
こ
の
一
捷
一
百
」
は
、
一
職
員
に
日
め
る
幹
部
職
員
等
の

管
理
職
の
割
合
が
苦
し
く
古
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
剖
合
を
行
政
機
関
の
本

省
斬
部
職
員
並
み
の
比
率
に
引
き
下
げ
る
(
斬
部
職
員
ヒ
二
人
↓
何
人

人
、
諌
長
職
三
七
一
人
↓
一
の
一
七
人
)
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
コ

巾
l

成
一
八
年
五
月
三
一
日
の
「
米
議
院
事
務
局
等
の
改
草
に
閲
す
る
小

委
員
会
中
間
取
り
ま
と
め
」
は
、
「
効
率
的
か
つ
機
能
的
な
組
織
に
向
け

た
取
組
み
」
と
し
て
、

「
昨
今
の
似
し
い
則
政
事
情
に
か
ん
が
み
、
衆
一
議
院
と
し
て
も
独
川
に
、

事
務
同
等
を
効
率
的
か
っ
機
能
的
な
組
織
と
す
る
た
め
、
業
務
の
合
理

化
及
び
ア
ウ
ト
ソ
シ
ン
グ
、
組
織
の
改
編
生
?
を
南
実
に
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
日
刊
聞
で

5
%以
上
の
定
員
を
純
滅
す
る
と
と
も
に
、
特
別

給
料
表
一
割
用
者
の
給
与
の
見
置
し
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
」

を
基
本
認
識
と
し
て
い
る
、

幹
部
職
員
の
口
給
処
遇
に
つ
い
て
は
、
「
4

特
別
給
料
衣
適
用
者
の

給
与
の
見
直
し
」
と
し
て
、

「
特
別
給
料
支
旭
用
者
の
給
ワ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ん
針
に
基
づ
い

て
見
出
し
を
行
う
こ
と
と
し
、
参
議
院
と
も
調
駄
を
行
う
じ

川
事
務
総
長
の
給
与
は
内
閣
一
日
一
房
副
長
官
と
、
法
制
同
ド
討
の
給
与
は
内

悶
法
制
局
長
一
日
と
、
国
守
回
会
附
再
館
長
の
給
ワ
は
法
制
同
長
と
同

格
と
す
る
o

b
常
行
委
員
会
専
門
員
及
ぴ
回
社
副
会
川
再
餅
専
門
州
企
買
の

4
号
給

は
廃
け
す
る
」る{

ニシ
γと
?
レ
て

こ
れ
を
受
け
て
、
専
門
員
四
国
勺
給
の
廃
止
以
外
に
は
、
事
f

扮
総
長
の
給

与
だ
け
が
給
料
月
組
に
お
い
て
一
凶
一
八
万
円
か
ら
一
同
凶
万
八
干

H
に
一

以
千
円
引
下
げ
ら
れ
る
(
刊
間
給
与
額
に
お
い
て
一
八
口
三
万
円
か
ら

一
七
川
一
万
円
へ
六
心
万
円
の
引
下
げ
)
こ
と
と
な
り
、

γ成
八
年
一

月
九
日
の
衆
議
院
議
院
通
営
委
員
余
、
。
口
の
参
議
院
議
院
運
w
A
委

六一

員
会
に
お
い
て
、
そ
の
凶
口
の
給
ワ
規
程
の
改
止
奈
が
了
承
さ
れ
た
。

幹
部
職
員
の
高
給
批
判
に
対
し
て
、
事
務
総
長
の
給
与
だ
け
が
引
下
げ

ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
事
務
総
長
、
法
制
同
長
、
同
書
館
以
の
給
ワ
は
す

べ
て
同
額
と
な
っ
た
。
た
だ
、
議
院
に
お
い
て
選
挙
に
ょ
っ
と
選
仔
さ
れ
、

ぷ
院
の
役
員
の
地
位
を
付
守
さ
れ
る
苧
務
総
長
の
給
ワ
と
議
院
の
議
長

(
凶
害
館
長
に
つ
い
て
は
両
議
院
の
議
長
)
に
よ
っ
て
任
免
さ
れ
る
法
制

肘

μ及
び
図
害
館
長
の
給
日
を
同
績
と
す
る
こ
と
は
、
作
一
か
疑
問
が
残
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
事
務
局
の
管
理
部
門
、
記
録
部
門
等
の
合
理
化
、
定
員
の
削
減
等
)

第
二
は
、
山
市
回
参
の
事
務
同
の
管
理
部
門
や
記
U
M
部
門
の
合
理
化
で
あ

る。
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料

事
務
同
の
管
理
部
門
記
録
市
門
に
関
し
て
、
平
成
一
年
一
一
刀
の
白

民
党
政
治
制
度
改
革
本
部
国
会
改
小
委
員
会
の
一
回
会
改
革
に
閲
す
る
答

申
」
は
、
川
動
車
、

vU叶
明
、
用
務
、
ぷ
録
法
び
福
利
厚
牛
の
科
部
門
の
衆

参
の
統
什
及
び
議
員
専
肘
パ
ス
の
逆
行
サ
ー
ビ
ス
、
日
動
車
整
備
場
的

廃
止
を
促
言

ν
て
い
る
ご
す
な
わ
ち
、
一

3

回
公
事
務
局
及
び
付
属
機

関
の
効
本
的
川
動
の
た
め
の
改
革
」
の
「
叫
両
院
の
ポ
務
局
の
改
革
」
と

五t

し
て
、ア
衆
参
両
院
の
事
務
局
の
改
吊
に
つ
い
て
は
、
山
院
の
独
今
日
刊
に

l

分
に
配
意
し
た
上
で
、
な
お

H
つ
統
合
し
た
方
が
、
よ
り
効
!
牛
的

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
統
合
す
る
こ
と

を
基
本
ん
針
と
す
る
)
回
(
外
的
に
は
、
一
日
動
車
関
係
、
常
繕
関
係
、

用
務
関
係
、
記
録
関
係
及
ぴ
J

州
利
原
生
関
係
を
対
象
と
す
る
}
」

ま
た
、
「
J

叫
時
代
的
使
命
の
終
っ
た
業
務
の
民
止
」
と
し
て
、

「
両
院
の
事
務
局
業
務
の
う
ち
、
す
で
に
時
代
的
使
命
の
終
っ
て
い
る

も
の
は
、
廃
け
す
る

O
R体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
じ

議
員
会
館
と
一
議
員
宿
舎
の
聞
の
パ
ス
の
運
行
サ
ー
ビ
ス
は
、
可
及

的
す
み
や
か
に
嵯
止
す
る
。

アイ
自
動
市
枇
備
工
場
も
り
及
的
す
み
や
か
に
廃
け
す
る
じ
」

こ
と
と
し
て
い
る
。

(
速
記
者
養
成
所
の
統
合
、
廃
止
)

記
録
関
係
に
つ
い
て
は
、
衆
・
参
一
に
お
い
て
辿
ぷ
方
法
に
州
遠
が
あ
っ

て
、
来
品
舎
の
記
録
部
内
統
台
、
辿
記
者
髭
成
所
の
統
什
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ヤ
成
一
年
一
月
の
「
凶
会
改
革
に
関
す
る
件
市
」

に
お
い
て
記
録
関
係
の
衆
・
参
統
什
が
ぶ
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
衆
・
参

の
速
記
者
養
成
所
の
統
合
と
理
解
さ
れ
て
い
た
コ
な
お
、

γ成
一
今
午
一

月
九
円
の
衆
議
院
改
小
に
関
す
る
調
査
会
「
衆
議
院
改
革
に
関
す
る

品
在
会
等
中
」
は
、
「
事
務
の
効
想
化
」
の
例
一
不
と
し
て
「
衆
・
参
両
院

に
お
け
る
速
記

h
法
の
統
」
を
手
げ
て
い
た
し
か
し
、
そ
の
後
、
速

」
占
長
成
川
の
統
合
の
検
討
、
協
一
設
は
遅
々
ト
と
し
て
進
ま
ず
、
町
村
余
曲
折

を
粁
て
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
、
平
成
一
点
年
。
月
一
つ
日
の
議
院
選

H

之
官
民
会
珂
事
会
に
お
い
て

T
成
七
年
度
の
辿
ぷ
計
責
成
川
の
学
牛
募

集
の
仰
け
が
決
定
さ
れ
た
。
学
生
募
集
の
小
川
は
、
速
ぷ
省
長
成
川
の
問

所
、
辿
コ
仙
法
に
よ
る
会
議
録
の
作
成
の
廃
止
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
、

中

l
成
一
八
年
立
月
一
一
一
口
の
「
衆
議
院
事
t

扮
同
等
の
改
革
に
閲
す
る
小

委
員
会
中
川
取
り
ま
と
め
」
は
、
「
2

組
織
の
改
編
」
ト
と
し
て
「
矧
速

記
省
主
成
所
を
憐
止
す
る
」
と
し
、
翌
六
月
一
日
の
議
院
運
背
委
員
会
に

お
い
て
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
が
了
承
き
れ
、
述
ヨ
ル
計
t
I
成
川
川
の
出
止
が

北法;;9(2'40お)9:;0 

口
取
終
的
に
確
認
さ
れ
た
。

巾
l

成
一
八
午
一
月
刊
本
科
M

業
式
が
、
同
午
九
月
九
日
研
修
科
吹

業
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
最
後
の
リ
ヂ
生
、
研
修
刊
を
送
り
出
し
、
同
引



月
一
二
日
衆
議
院
速
記
者
養
成
所
は
廃
け
さ
れ
た
な
お
、
衆
議
院

は
、
平
成
一
八

1
皮
か
ら
首
声
人
力
に
よ
る
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
ん

針
を
決
め
て
い
る
。

tv一
議
院
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
刊
七
月
に
参
ぷ
院
議
院
運

U
妥

R
会

理
事
会
が
、
干
書
き
辿
記
の
段
階
的
廃

H
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
刷

ν
た
新
た

な
記
録
ン
ス
テ
ム
の
実
肘
化
を
月
指
す
こ
と
を
決
定
し
、
川
l

成
一
口
年
を

円
途
に
段
階
的
に
新
ン
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

参
議
院
の
速
記
占
養
成
所
の
入
川
者
募
集
を

γ成
八
年
度
以
降
実
施
し

な
い
方
針
を
決
め
て
い
る
υ

(
自
動
車
整
備
工
場
の
廃
止
、
議
員
専
用
パ
ス
の
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し

立法補佐機関改干の動向と課題

山
動
市
整
備
場
に
つ
い
て
は
、

γ
成
一
年
ハ
月
二
八
日
の
与
党
一

党
国
会
改
革
推
進
協
議
会
「
岡
会
改
草
推
進
に
関
す
る
報
パ
ハ
」
が

J
仇
議

院
・
参
ぷ
院
に
あ
る
自
動
車
件
情
工
場
は
廃
リ
す
る
自
動
半
幣
備
業
務

は
ん
l

て
封
州
委
託
す
る
」
と
恨
川
口
し
た
〕
平
成
一
五
年
三
け
に
衆
議
院
が

自
動
半
耽
備
工
場
を
閉
鎖
し
て
民
問
委
託
へ
彩
れ
し
、
同
司
七
日
月
に
は
、

参
議
院
も
い
動
車
整
備
場
の
属
止
と
民
間
妥
託
を
決
め
た
。

ま
た
、
議
員
専
用
パ
ス
(
宿
弁
送
迎
パ
ス
)
の
逆
行
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
「
凶
会
改
革
推
進
に
関
す
る
間
山
」
は
、
「
宿
舎
送
迎
パ
ス
に
つ
い

て
は
存
廃
の
議
論
が
分
か
れ

e

J

通
わ
改
再
す
べ
主
と
の
自
見
が
大
勢

で
あ
っ
た
た
め
、
・
庶
務
小
委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
一
と
し

て
い
る
ご
平
成
一
八
作
合
片
二
日
の
一
衆
議
院
事
務
同
等
の
改
革
に
関

す
る
小
委
員
公
州
間
取
り
ま
と
め
」
は
、
「
日
議
員
専
用
パ
ス
の
運
行

縮
減
等
一
と
し
て
「
ぷ
員
専
胤
パ
ス
は
、
ぷ
員
宿
舎
と
ぷ
員
会
館
を
結
ぶ

交
通
干
段
と
し
て
議
員
活
動
を
支
援
す
る
ー
で
有
益
で
あ
り
、
川
引
き
続
き

川
並
行
す
る
が
、
利
用
者
の
少
な
い
引
の
第
3
使
と
夕
方
使
は
次
回
会
か
ら

廃
け
す
る
」
と
し
た
。

(
定
員
の
削
減
)

十
成
一
八
芹
月
の
f

川
出
U

民
主
党
ノ
汀
政
改
革
林
道
本
部
の
「
回
会
事
務

同
等
改
草
に
関
す
る
提
言
」
は
、
政
府
の
行
政
機
関
の
定
数
削
減
の
動
向

を
踏
ま
え
て
、
改
革
抗
言
の
中
で
は
初
め
て
、
同
会
の
事
務
局
紺
織
の
疋

員
の
大
幅
な
削
減
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「
凶
組
総
・
定
員
・
業
務
等

の
見
直

L
」
と
し
て
、
「
行
政
機
関
に
準
じ
て
当
面
5
年
間
で
5
%
以
上

の
定
員
の
絶
滅
を
実
施
す
る
に
と
と
ま
ら
ず
、
以
ド
ー
の
措
置
を
存
ず
る
こ

と
に
よ
り
、
独
l
i
法
人
化
に
よ
る
定
員
減
を
除
い
て

R
年
同
で
日
%
以
上

の
'
疋
民
の
卜
人
幅
な
純
減
を
阿
る
」
と
し
て
い
る
υ

「
5
年
間
で
日
%
以
卜
」

の
定
員
の
大
幅
な
純
減
を
阿
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
慣
と
し
て
は
、
す
)
一
の

両
院
法
制
局
の
統
合
、
③
の
衆
調
査
局
・
参
調
官
室
と
同
一
余
図
書
館
調
査

肘
と
の
陣
内
能
の
重
複
の
整
応
、
小
川
J

の
4
4

害
貝
部
と
調
査
局
嗣
芥
唱
の
統
作
、

⑤
の
同
会
図
害
館
の
独
止
法
人
化
等
の
組
織
の
統
九
円
等
に
伴
う
も
の
を
除

北法S9(2.409)9:-U



料

く
と
、
「
mw述
コ
叫
(
二
九
三
人
)
、
逆
転
(
一
一
?
ハ
人
)
、

世
務
(
四
六
九
人
)

業
務
に
つ
い
て
は
、
機
械
化
、
民
問
委
託
を
徹
底
す
る
こ
と
な
と
に
よ
り
、

組
織
・
業
務
・
要
貝
配
慣
の
政
本
的
見
直
し
を
行
、
っ
」
こ
と
、
「
⑤
内
部

管
理
(
両
院
庶
務
部
一
一
九
阿
人
、
両
院
管
理
部
吉
凶
六
人
)
装
務
を
は
じ

め
業
務
全
般
に
つ
い
て

I
T
化
、
機
械
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
が

行
う
べ
き
業
務
か
ど
う
か
見
直
し
を
行
い
、
民
問
委
託
を
推
進
す
る
」
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。

五t

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
一
凶
会
事
務
局
等
改
吊
に
関
す
る
捷
一
日
」
は
、

「
団
組
織
定
民
業
務
竿
的
見
直
し
」
と
し
て
、
「
日
年
同
で
日
%
以

卜
の
定
員
の
大
仰
な
純
減
を
凶
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
1

当

図
的
仙
世
」
で
あ
る
こ
と
に
何
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
円
)
一
前
文
」
に

お
い
て
は
、
ド
ラ
ス
テ
イ

y
ク
に
口
年
で
一
行
一
部
以
L
L

の
主
員
の
純
減

を
求
め
て
い
る
、
前
文
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
υ

向
由
民
4
7
ν

戸
山
政
改
革
推
進
本
部
は
、
今
次
の
公
務
員
の
純
減
問
題

に
問
し
、
平
成
時
年
度
よ
り
刊
年
間
で
初
出
の
純
減
を
提
言
し
て
い
る
。

政
肘
は
、
今
後
5
午
で
5
%
の
純
減
を
達
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
重

ね
て
き
た
ス
リ
ム
化
努
力
を
は
る
か
に
!
日
る
、
大
胆
か
つ
構
造
的
な

業
訟
の
見
直
し
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
同
余
の
事

務
局
組
織
(
両
院
事
務
局
、
両
院
法
制
同
、
固
有
国
会
同
古
館
、
裁
判

一
凶
弾
劾
裁
判
所
事
務
局
お
よ
び
裁
刊
行
訴
追
委
員
会
事
務
局
)
は
、
総

務
省
に
よ
る
組
織
・
定
員
管
珂
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
の
見
直
し
が
実
質
的
に
れ
わ
れ

了
、
:
、
ヘ
ノ

:υ

て
し
字句、刀

J
f
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同
の
わ
政
機
関
の
取
り
組
み
に
鉱
み
れ
ば
、
間
態
を
残
し
て
い
る
凶

会
の
事
務
局
組
織
は
、
今
や
、
そ
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
立
ち
返
っ
て

抜
本
的
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
、
喫
緊
の
訳
題
で
あ
り
、
政
治
の
責
任

と
一
ザ
え
る

凶
作
で
叩
出
以
ト
の
定
員
の
純
械
を
実
現
す
る
に
は
、
両
院
の
抱

設
・
設
備
や
叫
目
、
被
能
の
市
複
な
ど
を
踏
ま
え
、
効
率
的
な
事
務
局

運
JH
の
た
め
、
衆
参
両
院
の
事
務
局
組
織
の
統
什
を

H
楳
に
す
え
つ
つ
、

以
下
に
掲
げ
る
当
面
の
仙
置
を
甲

2
に
講
ず
る
べ
主
で
あ
る
円
)
」

「
米
議
院
事
務
局
等
の
改
革
に
閲
す
る
小
委
員
企
中
間
取
り
ま
と
め
」

は
、
定
員
の
削
減
に
つ
い
て
、
「
l

定
員
の
純
減
」
と
し
亡
、
「
ギ
成
口

十
皮
肉
衆
議
院
定

R
(間
各
)
か
ら
、
5
作
問
で
山
名
(
山
%
)
以
ト
の

定
員
を
純
滅
す
る
」
こ
!
と
と
し
て
い
る
し
か
し
、
立
法
調
脊
絞
問
の
定

員
に
つ
い
て
は
、
「

π
す
法
補
佐
機
能
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
、
「
凶
嗣
査
同
町
定
R
U
は
当
向
維
持
し
、
専
門
性
的
高
い
人
員
の
伴

保
に
努
め
る
つ
山
川
法
制
局
の
定
員
は
削
減
の
対
象
と
せ
ず
、
必
要
に
応
じ

て
榊
民
も
枚
討
す
る
。
山
岡
リ
国
会
凶
古
館
詞
斎
及
び
す
法
考
査
局
の
定

員
削
減
は
わ
わ
な
い
」
こ
と
と
し
て
い
る



立法補佐機関改干の動向と課題

(
憲
政
記
念
館
)

T
成
一
年
ー
一
月
の
山
内
民
主
党
政
治
制
度
改
#
本
部
凶
会
改
革
委
員

会
の
「
同
会
改
草
に
関
す
る
枝
川
中
」
は
、
「
明
憲
政
記
念
館
の
管
理
・
通

常
の
改
革
一
と
し
て
、
「
窓
政
記
念
館
の
管
珂
・
通
常
に
つ
い
て
は
、
凶

民
に
説

ν
ま
れ
一
層
出
国
さ
れ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
技
本
的
に
改
革
す

る
も
の
と
し
、
憲
政
記
念
館
淫
常
委
員
会
に
お
い
て
貝
体
的
な
対
-U後
を

協
議
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
同
会
前
区
北
地
同
及
び
市
地
同
は
、
一

般
参
観
半
訪
占
の
利
便
に
資
す
る
間
内
か
ら
、
管
阿
山
理
常
の
改
苫
及

び
庭
内
の
環
境
保
人
l

払
川
備
を
阿
る
こ
と
ト
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
し
十
成
一

八
守
一
月
の
「
国
会
事
務
同
等
改
斗
に
関
す
る
提
一
ど
は
、
「
窓
政
コ
ル
念

餅
(
江
人
)
に
つ
い
て
も
独
寸
法
人
化
す
る
」
と
し
て
愈
政
記
念
館
の
独

寸
法
人
化
を
提
案
し
て
い
る
。
平
成
一
八
年
丘
月
三
一
日
の
「
京
議
院
事

務
局
守
の
改
草
に
関
す
る
小
委
員
会
中
間
取
り
ま
と
め
」
は
、
「
2

組

織
の
改
編
」
と
し
て
「
川
念
政
記
念
館
を
部
相
当
の
組
織
か
ら
縮
小
し
、

議
事
出
資
料
品
と
い
枕
ム
け
す
る
」
!
と
し
た
〕

(
そ
の
他
の
組
織
の
合
理
化
)

T
成
八
年
五
月
三
一
日
の
「
政
議
院
事
務
局
等
の
改
革
に
閲
す
る
小

委
員
会
中
川
取
り
ま
と
め
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
効
半
的
か
つ
絞

能
的
な
組
織
に
向
け
た
取
組
み
」
と
し
て
、
「
昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
情

に
か
ん
が
み
、
衆
議
院
と
し
て
も
独
自
に
、
事
務
同
等
を
効
率
的
か
つ
機

能
的
な
相
紘
と
す
る
た
め
、
業
J
M
山
の
ん
口
珂
化
及
び
ア
ウ
ト
ソ

l
ン
ン
グ
、

組
織
の
改
編
等
を
着
実
に
進
め
る
」
こ
と
を
基
本
認
識
と
し
て
い
る
そ

の
他
の
相
織
の
合
珂
化
と
し
て
、
「
2

組
織
の
改
編
」
に
お
い
て
、
「
明

新
議
員
会
館
竣
後
、
第
議
員
会
館
課
及
び
第
一
議
員
会
館
ぷ
を
統
令

す
る
)
仙
新
赤
坂
議
員
宿
舎
竣
士
後
、
議
員
宿
舎
の
統
廃
合
を
行
う
」
こ

と
と
す
る
と
と
も
に
、
「
3

議
員
専
肘
ハ
ス
の
運
行
縮
減
写
」
に
お
い
て
、

「
問
逆
転
手
の
退
職
者
の
袖
充
に
つ
い
て
は
、
当
面
別
人
程
民
に
達
す
る

ま
で
の
川
、
外
部
委
託
を
進
め
る
」
こ
と
と
し
て
い
る

(
立
法
調
査
機
関
の
合
理
化
)

第
三
は
、
す
法
調
査
分
野
・
法
制
八
刀
貯
を
補
佐
す
る
す
法
補
杭
機
関
、

す
な
わ
ち
一
ウ
法
調
査
機
関
」
の
介
理
化
で
あ
る
c

斗
法
制
芥
機
関
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
一
年
l

三
川
け
の
自
由
民
ギ
克
の
「
凶

会
改
小
に
関
す
る
界
市
」
が
、
衆

-
t少
の
法
制
同
の
統
作
を
促
案
し
た
、

ま
た
、

γ
成
一
年
一
日
月
の
綿
貫
衆
=
議
院
議
長
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ

る
「
米
議
院
改
革
に
川
崎
す
る
嗣
芥
会
」
は
、
立
法
補
佐
部
門
〔
こ
こ
で
は

「
議
院
法
制
局
」
を
指
し
て
い
る
(
筆
者
注
)
〕
の
み
な
ら
ず
、
衆
議
院

副
丘
同
、
参
議
院
調
査
室
、
阿
vi
同
会
図
書
館
調
査
局
に
つ
い
て
も
、
「
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
y
ト
の
矧
{
か
ら
山
院
の
協
々
に
お
い
て
何
ら
か
の
統
合
を

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
」
と
谷
山
則
し
た
り
こ
の
「
衆
議
院
改
革
に
関
す
る

副
青
会
符
中
は
、
「
衆
・
参
事
務
局
組
織
の
統
介
を
推
進
す
る
」
の
項
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料

こ
、
コ
ミ

C

l
才
し
v

五t

回
会
の
機
能
を
よ
り
一
層
充
実
、
強
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
事
務
局
組

織
の
見
直
し
を

h
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
ο

そ
の
際
、
時
代
の
潮
流
、

議
員
の
ニ
ズ
に
応
じ
て
不
附
に
兄
置
し
を
わ
い
、
廃
止
す
べ
き
も
の
、

民
間
に
吾
託
す
べ
き
も
の
を
日
ら
舵
即

ν

、
経
費
を
削
減
す
べ
き
で
あ

る
υ

憲
法
が
一
院
制
を
と
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
衆
参
両
院
の
事

務
局
組
織
が
す
べ

C
独
立
し
と
い
る
必
然
引
は
な
い
と
与
え
る
」

と
の
認
識
を
一
が
し
て
い
る

十
成
一
八
午
の
「
同
会
事
務
局
等
改
革
に
関
す
る
提
一
ど
は
、
両
議
院

の
法
制
局
に
つ
い
て
、
「
両
院
法
制
局
(
邸
入
)
に
つ
い
て
は
、
業
務
の

繁
聞
に
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
組
織
を
統
合
し
て
効
率
的
な
菜
務
涯

は
を

h
う
」
こ
と
ト
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
内
議
院
の
嗣
脊
同
・
調
査

唱
に
つ
い
て
は
、
「
川
院
事
務
同
の
詞
九
日
]
岡
田
調
査
室
(
消
人
)
と
困
リ

同
会
図
書
館
の
嗣
十
九
川
及
び
立
法
寺
青
局
(
別
人
)
の
調
音
業
務
に
お
け
る

役
制
分
担
を
明
体
化
し
、
機
能
の
重
複
を
件
序
す
る
と
と
も
に
、
民
間
専

門
家
の
能
力
の
活
肘
を
凶
る
」
こ
と
と
し
て
、
横
断
的
な
統
合
の
刻
象
と

は
せ
ず
、
む
し
ろ
事
務
局
内
の
岳
民
部
と
の
統
合
を
主
め
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
「
委
員
部
(
山
人
)
と
詞
芥
宝
(
間
人
)
の
有
す
る
委
員
会
運
営

機
能
と
副
作
機
能
が
よ
り
効
ネ
的
・
効
果
的
に
発
祥
さ
れ
、
委
員
会
を
統

的
に
補
佐
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
両
組
織
の
統
合
を
図
る
」
と
し

て
い
る
。

北法;;9(2' 412) 9:H 

(
国
立
国
会
図
書
館
の
独
立
法
人
化
)

な
お
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
「
凶
会
事
務
局
等
改
叩
に
関
す
る
捷
二
川
」

が
回
す
凶
会
同
高
館
の
独
ウ
法
人
化
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
一
い
凶
凹
寸
阿
会
図
I

書引古H
飴
(
州
人
)
円
に
ド
つ
い
て
は
卜
引
記
叫
を
帆
附
川
ま
、
え
え
宍
、

制
刺
肌
紘
の
抜
本
的
な
見
直
し
争
を
一
行
つ
た
上
で
独
げ
止V

務
執
行
を
確
保
す
る
」
と
提
山
案
?
烹h
し
亡
い
る
O

し
か
し
、
こ
の
「
提
言
」
に

お
い
て
、
回
会
凶
古
館
の
調
査
局
の
扱
い
に
つ
い
て
は
直
必
一
百
及
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
扱
い
は
判
扶
と
し
て
い
な
い
。

(
合
理
化
の
実
施
)

同
会
事
務
局
等
改
革
に
閲
す
る
枕
一
百
」
は
、
九
円
珂
化
の
実
施
に
つ
い

て
も
一

U
Aし
、
「
2

中
則
的
取
組
事
境
」
と
し
て
、
「
業
務
が
両
院
事
務

肘
聞
で
重
税
、
代
替
し
う
る
笛
務
、
速
記
、
運
転
、
ぬ
ぷ
目
設
備
管
理
等

に
従
事
す
る
職
員
か
ら
順
次
、
人
事
交
流
を
造
的
、
業
務
遂
れ
の
一
体
化

を
凶
る
。
さ
ら
に
、
両
院
事
務
局
制
総
の
統
合
の
す
壮
り

h
に
つ
い
て
、
半

年
以
内
に
具
体
的
な
成
索
を
得
る
」
と
し
て
い
る
υ

ま
た
、
「
3

推
進

体
制
等
」
と
し
て
、
「
ア
両
院
合
同
の
協
議
会
の
設
問
」
に
お
い
て
「
凶

会
の
宇
務
局
紺
織
の
改
革
を
的
確
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
す
る
た

め
、
山
市
参
川
院
合
同
の
困
会
事
務
同
改
革
協
議
会
(
仮
称
)
を
投
開
し
、

各
事
務
局
組
織
は
、
記
事
項
の
検
社
状
況
お
よ
び
実
施
状
況
を
協
議
会



に
疋
則
的
に
報
刊
し
、
公
表
す
る
一
、
「

f

第
三
者
評
倒
的
実
施
一
に
お

い
て
一
阿
会
の
事
務
同
組
織
が
わ
っ
て
い
る
業
務
(
外
部
委
託
等
に
係
る

内
川
口
、
入
札
方
式
、
随
居
村
山
手
約
制
格
生
?
を
合
門
む
)
、
給

7
・
手
当
時
寺
に
つ

い
て
、
ぷ
続
的
な
外
部
の
中
す
第
三
省
か
ら
な
る
評
価
委
員
会
(
外
部
有

識
省
一
阿
会
議
員
)
を
設
け
、
川
拝
観
的
か
つ
敢
正
な
許
制
を
実
施
)
、
そ

の
結
果
を
八
ム
ぷ
す
る
」
こ
と
と
し
、
改
革
の

h
叫
が
削
が
れ
な
い
よ
う
に

意
を
川
い
て
い
る
。

3 

げ
法
袖
休
機
能
(
特
に
立
法
調
存
機
能
)

の
拡
充
・
強
化

立法補佐機関改干の動向と課題

次
に
、
一
止
法
補
佐
機
能
の
拡
充
・
強
化
」
の
問
也
に
つ
い
て
見
て
み

よ
う
}
な
お
、
こ
こ
で
斗
法
補
佐
機
能
ト
と
あ
る
の
は
、
前
述
の
寸
法
補
佐

機
能
り
っ
ち
、
リ
法
珂
査
機
関
で
あ
る
調
査
局
副
芥
半
、

U
制
局
、
国

会
凶

E
K向
調
音
局
の
担
、
っ
立
法
制
音
機
能
を
指
し
て
い
る
c

十
成
f

ハ
年
六
け
一
日
の
土
井
た
か
L
J
衆
議
院
議
長
・
鯨
凶
行
ハ
輔
副
議
長

に
よ
る
「
国
会
改
革
へ
の
一
つ
の
促
一一
口
は
、
「
三
立
法
機
能
の
充
実
」

に
お
い
て
、
「
寸
法
補
佐
機
柄
の
一
一
胞
の
充
実
強
化
を
凶
る
こ
と
」
と
抽

象
的
に
し
か
提
芹
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
平
成
八
年
ハ
月
四
日
の

土
井
た
か
千
山
市
議
院
議

μ
目
鯨
川
民
輔
副
ぷ

μに
よ
る
「
議
日
ウ
法
の
活

性
化
に
関
す
る
一
つ
の
捷
一
一
ど
は
、
「
回
会
の
v
げ
法
補
佐
機
柄
で
あ
る
議

院
法
制
局
、
常
任
委
員
会
調
査
芹
及
び
国
す
凶
会
附
吉
館
調
存
及
び
ウ
法

高
木
工
同
の
機
能
を
質

旦仰
と
も
拡
充
す
る
こ
と
」
と
、
こ
れ
ま
た
納
象
的

に
し
か
提
言
し
て
い
な
か
っ
た
ο

な
お
、
「
議
員
止
法
の
川
性
化
に
関
す

る

つ

の

抗

一一
口
一
は
、
「
そ
の
〔
ウ
法
補
佐
機
構
で
あ
る
議
院
法
制
民
、

常
任
委
員
会
調
杏
室
及
び
固
山
国
会
図
書
館
副
芥
及
び
寸
法
考
丘
局
の

(
筆
省
げ
)
〕
紅
忠
な
役
割
を
但
う
臓
に
つ
い
て
人
材
を
行
政
府
に
依
存

す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
引
回
的
に
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
現

に
行
政
府
か
ら
の
出
向
布
を
当
て
て
い
る
当
該
職
に
つ
い
て
は
、
計
阿
的

に
速
や
か
に
同
会
職
員
を
詣
崩
す
る
こ
〉
亡
を
主
張
し
た
ο

立
法
補
佐
機
能
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
貝
体
的
な
小
点
取
を
提
案
し
た

も
の
は
、
衆
議
院
一
議
院
運

μ委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
一
衆
議
院
事
務
局
等

の
改
小
に
閲
す
る
小
委
員
会
」
の
提
案
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

H

小
委
員
会
は
、
平
成
一
八
年
五
川
一
一
日
、
「
衆
議
院
事
務
局
等
の
改
草

に
関
す
る
小
委
員
会
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
と
り
ま
と
め
、
効
ナ
I

的
か
っ

機
能
的
な
組
織
に
同
け
た
取
締
み
を
不
す
と
ト
と
も
に
、
寸
法
補
佐
機
能
の

層
の
売
実
強
化
を
か
な
り
具
体
的
に
打
ち
出
し
た
。

「
中
間
取
り
ま
と
め
」
は
、
「
H

立
法
補
佐
機
能
の
充
実
強
化
に
つ
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い
て
」
と
し
て
、

「
同
公
の
す
法
機
能
及
び
行
政
監
視
機
能
を
強
化
し
、
議
員
活
動
に
対

す
る
支
提
の
充
実
を
凶
る
た
め
、
事
務
同
等
の
げ
法
行
政
監
視
袖
杭



料

機
能
に
つ
い
て
は
、
行
政
山
か
ら
一
定
の
独
立
性
を
確
保
し
つ
つ
専
門

刊
を
雨
的
、
併
せ
て
関
係
機
関
相
川
の
連
携
強
化
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
回
の
允
長
強
化
を
凶
る
こ
と
と
す
る
」

こ
と
を
基
本
認
識
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
巾
川
町
と
り
ま
と
め
一
は
、

一
1

7
法
・
行
政
庶
相
補
佐
機
能
を
判
う
細
紘
の
人
員
時
保
」
と
し
て
、

「
川
立
法
府
の
独
止
性
を
保
つ
た
め
、
む
政
府
か
ら
調
奇
同
へ
の
心
一
同
は

日
ー
の
と
お
り
見
直
す
。

五t

℃
専
門
民
投
び
首
席
調
査
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
た
な
出
向
者
を

そ
け
入
れ
な
い
ο

な
お
、
行
政
府
を
退
職
し
た
者
を
専
門
員
に
起

用
す
る
場
合
は
、
れ
政
府
か
ら
の
独
リ
一
性
時
保
の
矧
白
か
ら
、
議

院
運
υ同
委
員
会
に
お
い
て
厳
格
に
審
丘
を
行
、
つ
)

fp次
席
調
査
員
に
つ
い
て
は
、

5
年
後
を

H
途
に
新
た
な
出
向
者
を

受
け
入
れ
な
い
。

般
調
査
員
に
つ
い
て
は
、

5
年
後
に
山
崎
汁
も
含
め
た
山
山
内
の
あ

り
十
刀
に
つ
い
て
内
検
討
を
行
う
」

こ
と
と
し
て
い
る
。調
存
局
の
専
門
性
の
強
化
」
と
し
て
、

「
川
調
査
局
の
管
期
限
登
用
に
当
た
っ
て
は
、
一
定
期
聞
の
調
査
事
務
等

の
経
験
を
削
ー
す
る
写
登
用
恭
準
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
基
準
の
迫
用
に
つ
い
て
は
、

5
作
程
反
の
猶
Jhy期
聞
を
置
く
}

ま
た
、
「
2

同
調
査
局
内
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
所
管
が
関
連
す

る
調
古
川
豆
問
、
と
す
る
等
、
各
調
木
工
ι

山
十
の
専
門
性
を
同
め
る
誕
刷
を
行

下ハノ。
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凶
行
政
を
除
く
外
部
隊
問
と
の
交
l

川
に
関
す
る
「
人
事
交
流
計
-
由
一
を

策
定
し
、
国
内
外
的
大
学
及
び
民
間
研
究
機
関
、
会
計
検
査
院
等
と

の
交
流
を
深
め
、
辿
拐
を
図
る
ο

山
川
調
査
局
に
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
中
途
採
財
、
客
員
調
査

員
の
採
用
を
拡
大
し
、
行
期
付
採
用
制
度
を
導

入
す
る

川
調
査
局
の
組
織
の
伏
置
付
け
及
び
剥
芥
事
務
を
専
門
に
行
、
つ
者
を

同
林
肘
す
る
試
験
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
検
討
訳
題
と
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
3

調
査
局
の
業
務
払
充
等
」
ト
と
し
て
、

同
公
の
す
法
機
能
及
び
行
政
監
視
機
能
の
強
化
を
凶
り
、

M

剛
芥
依
頼

事
項
の
高
庇
化
、
各
調
音
室
の
所
色
を
検
附
す
る
事
同
引
の
調
査
に
対
応

す
る
た
め
、
以
下
の
点
も
踏
ま
え
、
「
調
査
局
ピ
ン
ヨ
ン
」
を
策
定
す
る
。

川
委
員
会
審
議
に
関
す
る
情
報
提
供
の
拡
充
を
刈
る
。

凶
法
律
及
び
政
省
令
の
施
行
状
況
、
委
員
会
決
議
及
び
附
帯
決
議
等
に

対
す
る
政
府
の
対
処
状
況
を
常
時
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
監

視
補
佐
機
能
の
強
化
を
刈
る
。

凶
珂
企
業
務
の
一
部
を
調
査
研
光
機
関
等
へ
外
部
委
託
す
る
こ
と
に
よ



り
刈
刊
の
効
率
性
を
古
め
る

七
件
判
阿
木
川
ih十
の
川
管
を
跨
ぐ
横
断
的
な
副
木
工
に
対

ωす
る
た
め
、
人
員

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
人
口
口
の
柔
軟
な
配
置
を
白
う
よ
う
に
す
る
」

と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一

4

調
査
同
、
法
制
局
、
阿
立
凶
公
阿
害
館
の
連
携
」
と

L 
「
川
調
査
局
、
法
制
尚
、
国
ウ
困
ム
古
川
内
亭
門
館
の
人
事
冬
抗
手
」
深
め
る

問
調
査
局
、
法
制
吋
、
固
有
国
会
側
育
館
の
竜

f
的
小
ツ

1
ワ
ー
ク
の

相
H
利
用
を
促
准
一
す
る
。

問
調
査
業
務
に
お
け
る
関
係
機
関
の
辿
携
協
力
を
さ
h

り
に
強
化
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
る
…

立法補佐機関改干の動向と課題

斗
法
補
佐
機
関
の
舷
充
・
強
化
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
断
み
込
ん
だ
捉

一
凶
を
わ
っ
た
も
の
は
、
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
他
に
例
が
な
い
と
思
わ
れ
る
c

四
烹
法
調
丘
機
関
の
現
状
と
特
色
衆
議
院
調
奔

同
を
中
心
に

衆
議
段
嗣
存
肘
の
制
度
的
変
遷

こ
こ
で
は
、

4
U補
佐
機
関
の
う
ち
、
す
法
調
査
機
関
の
現
状
と
特
色

に
つ
い
て
、
米
議
院
の
か
つ
て
の
常
任
委
員
会
調
査
本
と
改
組
後
の
米
議

院
調
官
同
を
仰
心
に
概
託
す
る
。

(
常
任
委
員
会
調
査
室
の
経
緯
)

衆
議
院
市
任
委
員
会
的
寸
法
調
査
機
構
は
、
昭
和
二
年
に
専
門
調
査

員
削
庄
が
充
足
し
て
以
求
、
料
品
阿
の
山
山
崎
一
的
変
還
を
経
て
、
昭
湘
一

o
t

に
常
仔
委
門
川
会
専
門
員
制
度
・
帰
任
委
員
会
調
費
等
制
度
が
惟
げ
し
た
。

一
出
仔
委
員
会
専
門
員
制
民
」
と
は
、
各
常
任
委
員
会
に
、
市
任
委
員
長

の
指
柑
命
令
を
受
け
る
常
任
委
員
公
専
門
員
を
付
置
際
関
と
し
て
設
置

し
、
常
灯
委
員
会
専
門
員
に
そ
の
常
任
委
員
会
の
調
杵
事
務
を
行
わ
せ
る

制
民
で
あ
る
)
一
常
仔
委
員
会
調
査
室
制
度
」
と
は
、
各
常
仔
委
員
会
に

常
任
一
委
員
会
調
企
半
を
設
置
し
、
を
こ
に
首
席
調
査
員
、
一
般
M

栗
山
貝
を

阻
置
す
る
と
と
も
に
、
バ
市
仔
委
員
会
専
門
員
は
調
査
宗
長
(
光
て
職
)
と

し
て
当
該
調
査
室
の
首
席
調
査
員
、
一
般
利
剛
弁
民
を
指
併
し
て
委
員
会
制

査
事
務
に
従
事
す
る
制
度
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
常
任
委
員
会
調
査
至
に
お
い
て
は
、
(
平
成
一
口
年
に
嗣

査
局
に
改
組
さ
れ
る
ま
で
は
)
各
委
員
会
に
情
か
れ
た
専
門
員
(
調
音
室

長
)
を
中
心
に
、
門
市
調
官
員
、
調
企
民
に
よ
り
、
委
員
余
こ
と
に
当
1
4
M

委
員
会
の
調
査
を
実
施
し
て
い
た
。

(
衆
議
院
常
任
委
員
会
調
査
室
制
度
の
改
編
(
衆
議
院
詞
査
局
の
設
置
)
)
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料

中
成
九
年
一
月
、
議
院
事
務
民
法
が
改
止
さ
れ
、
従
来
の
常
任
委
員

会
調
帯
室
は
米
議
院
前
丘
局
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
刊
の
年
一

月
一
一
口
(
第
一
四
一
回
国
会
の
げ
集
日
)
か
ら
施

h
さ
れ
た
。
ま
た
、
お
-

同
時
に
衆
議
院
規
則
が
改
正
さ
れ
、
予
備
的
調
存
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

調
存
同
へ
の
改
組
と
い
う
機
楕
改
革
は
、
-
市
任
委
員
長
の
市
伴
委
員
会

専
門
貝
に
対
す
る
委
員
会
調
査
に
つ
一
い
て
の
指
揮
命
令
惟
は
そ
の
ま
ま
残

し
た
卜
で
、
調
査
局
の
H

柔
和
と
し
亡
、
氾
一
下
情
的
川
剛
弁
と
島
市
仔
妥
円
(
会

専
門
員
が
行
、
つ
委
員
会
調
存
に
関
す
る
総
ん
口
調
整
惟
を
認
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
調
存
事
務
は
、
制
度
上
は
、
専
門
員
が
行
、
つ
「
委

員
会
調
査
」
と
専
門
員
の
充
て
臓
で
あ
る
刈
丘
半
長
が
調
査
局
長
の
指
鮮

の
↑
で
行
、
つ
一
下
情
的
嗣
有
」
と
に
分
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
)
し
か
し
、

専
門
民
と
調
膏
室
長
が

M
一
人
に
よ
っ
て
但
わ
れ
る
た
め
、
調
査
局
に
同

す
る
弁
副
作
本
に
お
い
て
は
、
エ
ア
怖
的
調
査
の
み
な
ら
ず
委
民
会
嗣
存
も

行
わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
J

従
来
か
ら
、
「
常
任
委
員
会
専
門
員
制
度
」
、
「
常
任
委
員
会
調
音
室
制
度
」

は
八
刀
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
編
に
よ
っ
て
、
「
嗣
斎
同
別
院
」

は
一
層
分
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
た
。
改
編
前
は
次
の
よ
う
な
川
反
で

あ
っ
た
。

五t

各
常
仔
委
門
川
会
に
は
、
(
人
一
日
戦
で
あ
る
)
常
仔
委
員
会
専
門
員
が

ぷ
置
(
付
青
)
さ
れ
、

-M任
委
員
会
専
門
員
は
ぞ
の
市
仔
委
日
会
の
委
員

長
の
指
弾
命
令
を
受
け
て
、
そ
の
委
員
会
の
調
官
事
務
を
、
調
査
員
を
折

押
し
て
、
遂
行
す
る
〔
そ
の
際
、
告
出
任
委
員
会
に
は
、
組
織
と
し
て
の

「
常
任
委
員
会
調
存
室
」
が
川
叶
に
設
問
さ
れ
て
、
専
門
貝
を
洲
本
γ
山手長

(
充
て
職
」
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
!
日
仔
委
員
会
専
門
員
や
常
任
委
員

会
調
杏
室
を
京
ね
る
|
位
の
官
職
も
組
織
も
保
在

ν
て
い
な
か
っ
た
)
改

編
後
の
現
行
の
川
岐
に
お
い
て
も
、
各
市
任
委
同
日
公
に
常
任
委
員
会
専
門

員
が
ぷ
置
き
れ
、
出
仔
吾
員
長
の
桁
揮
命
令
を
受
け
て
そ
の
委
員
会
の
調

査
事
務
を
処
理
す
る
と
い
う
建
前
に
変
更
は
な
い
{
}
他
!
々
、
新
た
に
ぷ
け

ら
れ
た
「
子
備
的
調
査
」
を
行
、
つ
た
め
に
「
調
査
同
」
を
事
務
同
の
部

同
と
し
て
設
世

L
、
そ
こ
に
M

同
大
川
同
長
、
調
査
局
刈
査
員
を
聞
く
。
一
方
、

副
丘
同
の
事
務
を
分
掌
す
る
た
め
、
調
存
山
至
を
世
主
、
各
調
存
主
に
は
嗣

査
室
長
を
間
主
、
調
査
宗
長
に
は
常
任
委
員
会
専
門
員
を
も
ワ
て
充
て
る

こ
と
と
す
る
の
河
内
ぜ
す
べ
き
は
、
調
杢
]
町
に
世
か
れ
る
各
「
珂
立
半
」
は
、

常
任
委
員
会
に
設
問
さ
れ
た
改
編
前
の
「
常
任
委
員
会
副
丘
半
」
と
は
異

な
り
、
調
十
介
尚
の
内
部
組
織
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
副
企
局
の
調
音
室

は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
「

0
0吾
民
公
調
査
室
」
と
い
う
名
称
で
は
な
く
、

「
C
C嗣
古
川
室
」
と
い
う
名
称
を
使
刷
す
る
こ
と
と
し
、
混
同
を
遊
け
て

い
る
い
こ
の
よ
う
な
構
造
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
一
花
的
構
造
に
な
っ

北法;;9(2'416)9お

て
い
る
、工
委
員
会
調
存
叫
仔
委
員
会
専
門
員
常
行
い
委
員
長
の
指
揮
命
令



立法補佐機関改干の動向と課題

mw一
下

備

的

調

芥

調

査

長

|

|

調

査

局

長

的

指

科

命

令

な
お
、
調
育
局
は
、
実
態
と
し
て
は
、
か
つ
て
の
叩
停
委
民
会
調
存
室

制
度
下
の
各
調
査
需
を
包
入
門
す
る
組
織
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
内
部
で
は
、
引
き
続
き
、
各
調
査
室
が
ル
存
し
て
い
る
。
参
議

院
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
改
編
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
従
来
と
お
り
件
常

任
委
員
会
に
件
常
任
委
員
会
制
内
百
十
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
法
制
的
に
は
な
お
変
則
的
な
剛
氏
支
を
残
し
て
い
る
も
の

の
、
市
停
委
員
会
調
査
室
も
特
別
委
員
会
副
企
半
も
包
含
す
る
統
一
的
な

組
総
体
と
し
て
、
調
査
局
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
上
っ
て
、
人
事
管
理

や
予
算
管
瑚
を
一
一
正
的
に
わ
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
調
存
]
町

に
付
り
さ
れ
た
専
門
員
の
わ
う
岳
民
会
調
査
事
務
に
関
す
る
総
介
調
整
権

限
に
よ
っ
て
、
従
山
本
か
ら
の
分
止
構
造
は
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
、
調
脊
同

と
し
て
多
く
の
業
務
を
横
断
的
、
統
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た

'"' ~ 

こ
の
よ
う
に
、
調
査
局
は
、
平
成
一
心
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
調
査

業
務
の
両
度
化
、
各
調
査
半
に
お
け
る
調
査
業
務
の
質
の

V
準
化
、
調
査

資
料
の
積
制
的
な
刊
行
、
業
務
の
迅
速
な
処
理
主
寸
の
調
音
業
td
の
改
抽出
の

み
な
ら
ず
、
関
係
機
関
と
の
人
的
交
流
の
促
進
、
内
外
の
大
学
院
・
研
修

機
関
等
へ
の
珂
全
員
の
派
遣
、
ぺ
科
目
H

嗣
芥
員
の
活
用
等
の
人
材
の
確
保
・

吉
成
に
取
り
組
み
、
そ
の
機
能
強
化
に
F

川
け
た
体
制
の
整
備
を
進
め
て
き

て
い
る
。

2 

衆
議
院
調
在
同
の
業
務

調
杏
局
に
お
い
て
は
、
大
別
し
て
、
委
員
会
調
査
、
予
備
的
判
阿
古
川
、
そ

の
他
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
ο

「
委
員
会
調
奇
」
に
は
、
法
律
案
骨
寸
参
主

資
料
の
作
成
、
議
門
川
又
は
委
員
会
が
提
出
す
る
法
律
案
の
起
引
の
た
め
の

副
企
、
委
員
会
問
告
害
等
の
原
案
の
作
成
等
が
あ
る

{
-
f備
的
訓
企
」
は
、

委
員
会
が
む
う
併
存
や
調
査
の
た
め
に
、
委
員
会
が
調
査
局
長
に
命
じ
て

行
わ
せ
る
調
査
で
あ
る
。
「
そ
の
他
の
調
査
」
と
し
て
は
、
議
員
、
各
公

一
点
等
か
ら
の
詞
丘
依
頼
に
対
応
す
る
事
務
、
国
政
謀
題
等
に
つ
い
て
の
白

キ
的
な
嗣
芥
・
削
究
等
、
多
憾
な
事
務
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
業
務
に

つ
い
亡
、
今
後
も
一
一
回
充
実
さ
せ
と
い
く
必
裂
が
あ
る
こ
と
は
一
六
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

各
調
企
半
に
お
い
て
最
も
E
M
K
な
業
務
と
位
置
付
け
る
h
れ
て
い
る
の

は
、
内
閣
提
同
法
律
案
に
係
る
「
法
律
案
参
考
資
料
」
の
作
成
で
あ
る
、

こ
の
法
律
誕
参
考
資
料
は
、
そ
の
法
律
案
が
提
山
き
れ
る
に
至
っ
た
経

緯
、
そ
の
概
要
、
問
題
{
等
を
一
件
易
に
把
但
し
、
委
員
会
に
お
け
る
法
律

案
の
審
議
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

構
成
は
、
概
ね
必
当
訟
法
律
案
徒
出
の
背
民
・
経
緯
、
必
ノ
ど
の
概
安
史
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料

湖
、
①
一
論
点
・
問
題
占
、
④
参
与
資
料
戸
主
要
な
説
明
資
料
、
関
ぷ
決
定

審
議
会
ほ
パ
口
害
、
統
計
資
料
等
」
等
か
ら
な
っ
て
い
る
恥
在
、
提
出
さ

れ
た
法
律
案
が
常
議
に
人
る
段
階
で
、
網
羅
的
に
詳
細
な
解
説
を
加
え
た

説
明
資
料
は
、
こ
の
法
律
案
件
サ
参
考
資
料
の
他
に
類
似
し
た
も
の
が
な
く
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
件
委
員
会
の
委
員
は
も
と
よ
り
多
く
の
議
員
か

ら
も
一
定
の
許
怖
を
得
て
い
る
ο

法
律
案
が
内
聞
か
ら
提
出
さ
れ
た
場
合
を
例
に
、
調
斎
室
の
訓
丘
業
務

五t

の
実
際
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
ご

新
た
な
制
度
を
設
け
る
た
め
新
法
を
制
定
し
た
り
、
制
度
の
大
幅
な
見

直
し
に
よ
る
法
律
改
T

忙
を
わ
な
う
場
人
門
、
各
省
庁
に
関
連
す
る
審
議
会
、

検
社
会
等
で
既
に
前
年
あ
た
り
か
ら
千
識
経
験
者
や
利
害
関
係
者
に
よ
り

審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
G

前
年
の
夏
か
ら
年
末
に
か
け
て
行

わ
れ
る
審
議
会
、
枚
討
会
の
答
中
や
恨
告
に
基
づ
い
て
、
各
省
庁
は

U
律

誕
の
立
案
に
↓
人
り
、
内
閣
法
制
局
的
存
十
?
を
経
て
、
成
…
廷
を
得
る
。
同
時

に
、
立
案
過
れ
に
お
い
て
又
は
成
案
成
i

止
後
に
、
各
省
庁
は
つ
党
の
政
務

調
査
会
(
及
び
各
部
会
)
の
事
削
審
査
を
A
又
け
、
そ
の
了
解
を
得
た
上
で
、

閣
議
決
定
を
径
て
、
内
閣
に
お
い
て
法
伴
業
を
国
会
に
提
出
す
る
。
調
査

同
の
担
当
有
は
、
既
に
こ
の
段
階
で
、
審
議
余
を
傍
恥
し
た
り
、
与
党
の

政
務
調
査
会
の
部
会
を
傍
聴
し
、
資
料
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、
議
論
の

内
市
什
や
問
m
唱
占
の
把
握
に
努
め
て
い
る
場
合
に
よ
2

て
は
、
野
兎
の
部

門
会
議
等
を
傍
聴
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
法
律
案
の
提
出
削
で
あ
っ

て
も
件
省
庁
か
ら
提
出
予
定
法
律
案
に
つ
い
て
関
係
資
料
を
求
め
る
等
の

準
備
を
開
始
す
る
υ

法
律
家
が
実
際
に
国
会
に
提
山
さ
れ
る
と
、
各
省
庁

か
り
法
伴
案
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
「
山
山
仙
伴
案
参
考
資
料
一
を
作

成
す
る
{
}
こ
の
法
律
案
参
考
資
料
は
、
そ
の
法
律
案
が
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
時
に
各
妻
員
に
配
付

L
、
あ
る
い
は
委
員
会
の
議
題
と
な
っ
て
担
当

大
出
が
提
案
理
問
説
明
を
す
る
時
に
妥
円
(
席
の
机
上
に
配
付
し
た
り
し
て

い
る
ま
た
、
こ
の
参
考
資
料
は
、
主
と
し
て
当
該
委
員
会
に
所
属
す
る

委
員
に
よ
り
委
員
会
審
議
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
求
め
に
応
じ
て
委
員

以
外
の
議
員
に
も
促
供
し
て
い
る
ま
た
、
委
員
会
で
の
質
疑
等
の
た
め

法
律
奈
の
内
容
や
関
連
事
項
に
つ
い
て
委
員
か
ら
の
仏
頼
で
例
別
に
説
明

し
た
り
、
資
料
を
刊
成
す
る
G

修
司
案
が
提
山
山
さ
れ
る
と
き
は
、
求
め
に

応
じ
と
修
止
誕
の
提
案
別
出
を
作
成
す
る
。
法
律
案
の
採
決
の
際
に
附
帯

決
議
が
付
さ
れ
る
と
き
も
、
求
め
に
ib
じ
て
原
誕
を
作
成
す
る
。
採
決
が

終
了
す
る
と
、
「
委
員
会
報
パ
門
書
」
の
原
案
を
作
成
し
、
委
員
長
の
決
裁

を
得
る
、
委
員
会
の
審
弁
が
終
わ
り
、
そ
の
法
律
案
が
本
会
一
議
の
議
題
と

な
っ
た
と
き
に
妥

R
長
が
行
う
口
頭
報
告
を
「
委
員
長
報
山
」
と
い
う
が
、

を
の
原
案
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
委
員
会
の
審
青
山
町
は
、
ん
μ
議
似
に
委
員

北法;;9(2' 418) 940 

会
得
棄
の
概
要
を
ま
と
め
た
「
立
法
嗣
存
情
報
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
に

掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
隙
稿
の
作
成
寺
も
あ
る
c



議
員
す
法
の
場
合
は
、
川
μ
律
案
に
悶
辿
し
た
調
査
は
法
制
局
が
行
っ
て

い
る
が
、
予
持
を
伴
、
つ
法
律
案
に
つ
い
て
は
粁
費
の
見
積
も
り
を
作
成
す

る
ο

ま
た
、
議
員
提
同
法
律
案
の
提
案
朗
自
の
原
案
の
作
成
は
、
調
存
室

が
行
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

3 

げ
法
調
査
機
関
の
特
色

色
が止
あ U、
る出!
と 1f
考機
え関
らの
れミì~
る“動

は

行
政
庁
と
比
較
し
一C

次
じっ
ょ
っ
な
特

立法補佐機関改干の動向と課題

ー
止
法
川
剛
弁
機
関
の
調
査
は
す
リ
伐
材
の
y
d
一
法
活
動
の
補
佐
で
あ
り
、
一
議
員

等
か
ら
の

m別
の
仏
頼
に
対
応
す
る
こ
と
が
菜
t

坊
の
中
心
で
あ
る
c

政
策

や
法
律
案
の
す
案
の
七
体
は
あ
く
ま
で
依
頼
者
で
あ
る
議
員
や
政
克
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
組
織
と
し
て
、
独

μ
に
特
定
の
政
策
を
採
用
し
た
り
、

特
定
の
法
律
一
廷
を
1
4
議
す
る
菅
川
仙
は
働
か
ず
、
そ
の
た
め
に
立
要
と
な
る

情
報
を
縦
続
的
に
収
集
し
、
蓄
積
す
る
と
い
う
モ
チ
ベ

1
ン
ヨ
ン
も
働
か

な
し次
い
で
、
情
報
収
集
の
両
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
出
先
機
関
や
地
方
自

治
体
の
崎
辿
部
局
な
と
が
な
く
、
関
連
業
界
、
利
益
団
体
、
圧
h
A
川
休
も

存
布
し
な
い
こ
と
か
ら
、
グ
川
政
け
で
あ
れ
ば

H
出
的
な
業
務
の
小
か
ら
よ

が
っ
て
く
る
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
き
の
た
め
、
山
法
嗣
丘
機
関

は
、
情
肢
の
収
集
に
努
力
が
必
出
と
な
る
が
、
山
い
ら
取
得
で
き
る
情
報
は
、

各
稀
の
文
献
や
報
道
、
イ
ン
タ
ー
不

Y
T
か
ら
伴
ら
れ
る
情
報
が
ヱ
な
も

の
と
な
る
。
ま
た
、
弁
省
庁
に
照
会
し
て
情
恨
を
得
る
こ
と
も
多
い
。
も
っ

と
も
、
行
政
庁
は
関
係
す
る
凶
民
、
川
体
等
か
ら
行
政
執
行
に
絡
む
様
々

な
情
報
を
有
権
的
、
全
凶
的
、
継
続
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

h
、
収
集
す
る
情
恨
の
範
聞
や
そ
の
内
容
が
岡
山
疋
化
し
た
り
、
偏
る
お

そ
れ
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
省
庁
の
意
に
じ
比
す
る
よ
う
な
資
料
は
出
き
な
い

で
あ
ろ
う
こ
と
に
も
宵
包
す
べ
き
で
あ
る
さ
ら
に
、
立
法
調
青
機
関
は
、

依
脱
者
で
あ
る
議
員
や
政
党
を
通
じ
て
、
利
害
関
係
者
や
困
民
の
声
を
聴

く
、
」
と
も
可
能
で
あ
る
。

立
法
制
有
機
関
の
副
作
日
動
に
お
け
る
情
報
収
集
に
は
こ
の
よ
う
な
限

界
や
囚
拡
が
あ
る
が
、
各
種
の
資
料
、
情
恨
に
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て

い
る
川
町
能
仲
を
廷
識
し
つ
つ
、
情
時
源
に
侃
り
が
な
い
よ
う
、
引
に
、
各

省
庁
か
ら
の
情
報
に
占
的
に
頼
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
情
報
収
集
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る

さ
ら
に
、
す
法
調
査
隊
問
の
職
務
は
受
け
た
依
頼
を
個
別
に
処
到
す
る

こ
と
が
中
心
ご
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
体
系
的
、
制
維
的
に
調
査

や
斗
案
を
ノ
打
、
つ
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
々
の
依
頼
に
い
か
に
対
応
し
て
い

く
か
が
謀
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
調
斎
械
問
は
、
多
位
多
様
な

依
頼
に
迅
速
、
迫
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
主
る
よ
う
体
制
を
構
築
す
る

北法59(2-41り)941 



料

立
法
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ウ
リ
出
調
査
機
関
を
構
成
す
る
各
職
員
が
そ
の

専
門
性
を
高
め
、
業
務
の
質
の
向
卜
に
努
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
と

も
に
、
寸
法
調
査
機
関
が
組
織
と
し
て
、
職
員
の
専
門
性
の
確
保
、
調
査

能
力
の
向
上
等
を
図
る
た
め
の
占
散
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
課
題
に
対
す
る
止
法
調
存
機
関
の
内
部
か
ら
の
つ
の
回
符
が
、
次
に

述
べ
る
「
衆
議
院
調
杢
同
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
と
い
、
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
止
法
調
芥
機
関
は
、
そ
の
業
務
が
止

U
活
動
の
補
佐
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
か
な
る
依
ね
脅
か
ら
の
も
の
に
刈
し
て
も
誠
実
に
処
理
す
る

と
い
う
意
味
に
お
け
る
公
正
小
止
性
が
世
ム
泊
さ
れ
る
し
、
刊
世
話
の
保
持
も

強
く
求
め
A

り
れ
る
。

五t

五

衆
議
院
調
脊
局
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

衆
議
院
調
存
吋
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
経
緯

mm 

「
一
点
二
校
比
嗣
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
「
衆
ぷ
院
事
務
同
等
の
改
羊
に
閲

す
る
小
委
員
会
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
策
J

疋
が
求
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
の
「
3

調
企
同

の
業
務
拡
充
写
」
に
お
い
て
、
「
国
会
の
止
法
椛
能
及
び
グ
山
政
E
m
視
陣
内
能

的
強
化
を
凶
り
、
調
査
依
頼
事
項
の
両
度
化
、
特
訓
十
九
川
山
ム
十
の
川
管
を
横
断

す
る
宇
頃
の
調
査
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の
向
、
も
断
ま
え
、
「
調
査
局

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
る
も
の
で
あ
る

「
調
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
「
調
査
局
ピ
ジ
ヨ
シ
」

は
「
は
じ
め
に
一
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
平
成
問
午
1
月
却

H
、
衆
議
院
議
院
誕
常
委
員
会
の
ト
に
北
附
さ
れ

た
「
衆
議
院
事
務
付
写
の
改
革
に
関
す
る
小
委
員
会
」
は
、
事
務
尚
全

体
の
定
員
の
削
減
、
組
織
の
改
編
等
と
と
も
に
、
調
査
局
の
専
門
性
の

強
化
、
業
務
の
拡
充
竿
に
つ
い
て
、
幅
広
く
審
議
を
行
っ
た
同
小
委

員
会
は
、
制
刊

5
H泊
目
、
「
衆
議
院
事
務
局
写
の
改
小
に
関
す
る
小

長
U
H
一
会
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
取
り
ま
と
め
、
調
十
九
ハ
肘
に
つ
い
て
は
、

必
調
査
局
紺
織
の
人
員
確
保
、
③
調
存
吋
の
専
門
性
の
強
化
、
(
占
調
査

局
の
業
務
舷
充
等
、
市
引
法
制
局
-
凶
立
同
会
同
書
館
と
の
連
携
竿
に
つ

い
て
改
羊
を
凶
る
べ
く
、
多
く
の
祝
一
=
ロ
を
わ
う
と
と
も
に
、

M

剛
芥
同
に

お
い
て
「
詞
丘
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
こ
ろ
で

北法;;9(2' 420) 942 

あ
る
。こ
の
「
小
川
取
り
ま
と
め
」
に
お
け
る
改
草
の
提
言
を
梨
機
と
し
て
、

調
査
吋
に
お
い
て
は
、
同
年
6
H
7
日
、
「
衆
ぷ
院
前
十
九
川
局
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
」
を
設
問
し
、
調
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
べ
く
検
討
を

開
始
し
た
の
こ
の
ピ
ン
ョ
ン
策
定
f
t
R会
は
、
嗣
女
川
肘
の
機
能
、
役
割

を
再
検
芯

L
、
今
後
拡
充
す
べ
き
菜
務
の
在
り
ん
、
村
剛
ト
hA
局
の
調
官
能



立法補佐機関改干の動向と課題

力
を
強
化
す
る
た
め
に
ほ
る
べ
き
人
事
制
度
や
個
々
の
調
存
員
の
専
門

刊
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ん
策
、
調
+
h

川
同
組
織
の
在
り
ん
等
、
多
岐
に

百一る

A
Uと
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
議
品
し
た
。

な
お
、
「
巾
山
取
り
ま
と
め
一
は
、
調
存
同
に
お
い
て
「
調
存
同
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
は
一
訓
丘
局
の

業
務
拡
充
等
」
に
限
っ
て
い
た
り
し
か
し
、
本
ピ
ジ
ヨ
シ
に
お
い
て
は
、

「
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
抗
言
さ
れ
た
品
十
九
日
同
に
関
す
る
事
項

は
一
調
企
局
の
業
務
拡
充
等
」
に
限
ら
ず
検
討
す
る
と
と
も
に
、
一
中

山
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
ポ
頃
で
あ
っ
て
も
、

調
存
肘
の
在
り
方
に
問

L
解
決
す
べ
き
が
同
組
、
問
題
占
、
で
あ
れ
ば
広
く

検
討
を
加
え
て
い
る
c
」

こ
こ
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
「
M

刑
膏
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
そ
の
策
'
疋
の

対
象
に
つ
い
て
、
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
よ
っ
て
「
副
査
局
の
業
務
拡

充
H13
に
限
っ
て
調
査
局
に
お
い
て
策
疋
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
理

解
し
て
い
る
し
か
し
、
「
中
川
間
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
ぞ
の
よ
う

な
限
定
を
付
す
る
文
一
凶
は
な
く
、
ま
た
、
「
以
下
の
内
も
踏
ま
え
て
」
と

い
う
希
峰
な
肉
果
関
係
を
示
す
語
句
に
よ
り
、
し
か
も
「
以
下
の
点
」
に

は
拡
大
す
べ
き
業
務
だ
け
を
下
山
し
て
い
る
試
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
業
務

拡
卜
九
だ
け
を
対
象
と
す
る
と
町
内
解
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
ハ

も
っ
と
も
、
「
嗣
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
結
果
と
し
て
は
、
検
討
の
対
象

を
「
調
査
局
の
業
y
扮
拡
充
等
一
に
限
?
廷
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
基
本
的
な

与
え
方
、
と
し
て
、
一
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

事
項
で
あ
っ
て
も
、
州
問
弁
同
町
在
り
K
M
に
闘
し
解
決
す
べ
き
課
題
、
間
川
日

占
、
で
あ
れ
ば
?
仏
く
検
討
を
加
え
、
ム
υ
法
補
佐
機
関
と
し
て
の
調
査
局
が
如

何
に
あ
る
べ
き
か
を
岐
本
的
に
考
え
て
い
る
の
ご
あ
る
ご

「
調
芥
局
ピ
ン
ョ
シ
」
は
、
衆
議
院
調
芥
局
の
ん
叫
り
方
と
二
f¥
「は

じ
め
に
」
に
お
い
て
、
調
存
μ
川
の
在
り
方
を
「
業
務
」
、
「
人
事
」
、
「
組
織
」

の
一
件
一
休
に
お
い
て
見
直
す
こ
と
を
提
汗
し
て
い
る
次
の
よ
う
に
一
日

、つノに

決
議
院
調
査
局
は
、
ム
げ
法
柿
什
位
機
関
と
し
て
専
門
的
な
能
力
を
怖
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
一品
川
貝
の
ニ
ー
ズ
に
、
地
切
に

対
応
す
る
と
ト
と
も
に
、
「
開
か
れ
た
調
査
同
」
と
し
て
ぷ
く
国
民
に
対

し
て
も
情
慨
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
を
け
折
す
べ
き
で
あ

る
J

こ
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
(
将
来
像
)
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
制

企
同
の
在
り
与
を
業
務
、
人
布
、
組
織
の

3
点
に
お
い
て
一
体
ト
と
し
て

見
直
し
、
そ
こ
で
の
課
題
に
刻
す
る
科
般
の
対
応
策
を
構
想
す
る
必
以

が
あ
る
n

」

北法59(2-421)943

以
上
の
よ
う
な
考
え
に
よ
っ
て
、
「
調
査
同
J

ビ
ジ
ョ
ン
」
は
平
成
一
九

年
1

一
月
一
口
口
、
決
議
院
調
査
局
ピ
ン
ョ
ン
策
定
委
員
長
か
ら
副
芥
同
長

に
報
告
さ
れ
た
。



料

2 

衆
議
院
調
存
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
成
、
内
容

五t

「
調
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
凶
編
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
前
1
編
に
当
た

る
「
第
l

調
査
局
の
現
状
と
課
題
一
は
い
わ
ゆ
る
総
論
を
な
し
て
い
る
。

(
第
ー
の
一

I

調
査
局
の
日
状
」
は
略
)

第
ー
の
「
2

調
査
局
の
品
川
出
」
に
お
い
て
、
⑦
調
奇
業
務
の
一
層
の

拡
充
、
品
川
W

調
奈
川
貝
の
専
門
性
の
確
保
、
③
外
id
巾
の
専
門
家
の
活
用
、
①
組

織
の
す
t
り
]
刀
の
検
芯
の
四
点
に
つ
い
て
、
村
岡
l
h

正
局
の
課
題
を
提
起
し
て
い

る
ο

必
と
お
は
、
「
嗣
査
尚
に
お
け
る
専
門
性
の
強
化
」
の
問
題
に
包
摂

さ
れ
、
そ
の
た
め
の
各
般
の
人
事
施
策
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

L
た

が
っ
て
、
業
務
(
f
E

在
、
人
事
(
号
一
、
(
J
)
、
組
織
(
一
(
占
)
の
二
作
一
日
仏
に

お
い
て
、
調
膏
U

町
の
あ
る
べ
き
ん
久
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

以
下
、
詳
し
く
見
て
い
ご
う
へ

ま
ず
、
「
山
詞
脊
業
務
の
一
層
の
拡
光
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

調
査
局
に
お
い
て
は
、
大
別
し
て
、
委
員
会
副
存
、
予
備
的
調
存
、

そ
の
他
的
調
布
を
行
っ
て
い
る
n

(

中
略
)
こ
れ
ら
の
調
音
楽
務
に
つ

い
て
二
層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
百
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

他
点
、
近
A
1
イ
ン
タ
ー
不
y
ト
の
普
及
に
よ
り
従
来
附
縦
で
あ
っ
た

回
民
に
対
す
る
情
祁
党
本
国
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
委
員
会

の
動
向
平
日
出
体
案
の
概
要
等
の
情
報
を
同
民
に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
ご
こ
の
た
め
、
委
員
・
議
員
に
対
す
る
従
辛
か
ら

の
業
務
を
層
光
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
凶
氏
へ
の
情
報
発
信
の
た
め

の
新
た
な
業
務
を
積
似
的
に
実
施
し
て
い
く
必
耐
久
が
あ
る
{
そ
の
際
に

は
、
従
供
情
報
の
内
市
什
の
汁
確
さ
写
に
つ
い
て
、
調
査
局
に
お
け
る
責

任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
必
忠
が
あ
る
。

な
お
、
巾
間
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
「
調
芥
げ
さ
拐
の
部
を
調
査

耐
究
機
関
等
へ
外
部
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
調
査
の
効
率
性
を
高
め

る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
調
査
局
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を

外
部
委
託
す
べ
き
か
写
に
つ
い
て
ウ
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
」

次
に
、
一
山
詞
青
員
の
専
門
性
の
確
保
」
に
つ
い
て
で
あ
る
c

「
議
員
の
同
政
活
動
を
袖
休
す
る
業
務
か
ら
岡
村
へ
の
情
報
提
似
ま
で

業
務
の
範
阿
を
拡
大
し
、
発
信
情
報
の
水
準
を
確
保
し
、

責
任
体
制
を
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整
備
す
る
に
は
、
制
A
r
H
の
調
査
能
力
の
一
一
帽
の
F

川
、
よ
り
高
い
専

門
性
の
確
保
が
不
り
欠
で
あ
る
中
間
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、
調

査
同
は
「
専
門
併
の
高
い
人
員
の
確
保
に
努
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
、

こ
の
よ
う
な
調
査
員
の
養
成
に
は
、
ゼ
、
ネ
ラ
リ
ス
ト
養
成
型
の
人
事

施
策
だ
け
で
は
不
分
で
あ
り
、
事
務
同
全
体
の
人
事
ロ
テ

1
ンョ

ン
と
一
定
の
整
合
性
を
と
り
つ
つ
一
、
調
査
局
に
お
い
て
は
、

o
J
r及

び
研
修
と
能
力
一
計
併
と
を
結
び
つ
け
、
疋
の
場
合
ur矧
の
選
抜
を
認
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め
る
「
調
全
員
長
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
似
祢
)
一
を
構
染
す
る
等
、
刻
た

な
人
事
施
策
を
推
進
す
る
必
法
が
あ
る

ま
た
、
専
門
員
、
首
席
州
問
弁
貝
等
の
管
理
職
は
、
そ
の
職
務
を
遂
行

す
る
に
当
た
っ
て
、
包
珂
能
力
の
み
な
ら
ず
、
ー
疋
の
専
門
的
な
能
力

を
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
判
阿
古
川
崎
に
お
け
る
管
埋

職
の
荘
刷
た
準
を
説
け
る
必
世
が
あ
る
。
」

次
に
、
「
同
外
部
の
専
門
家
の
前
財
」
に
つ
い
て
で
あ
る
ハ

調
査
局
に
お
け
る
よ
専
門
性
を
強
化
す
る
た
め
に
、
様
々
な
分
野
か
ら

の
多
係
な
専
門
家
を
登
用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
専
門
的
能
h
A
的
活
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
今
内
、
中
間
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
一

JV

法
府
の
独
立
性

を
保
つ
た
め
、
れ
政
府
か
ら
調
音
同
へ
の
山
山
川
は
見
直
す
」
こ
と
と

さ
れ
た
。
現
在
、
珂
査
局
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
か
ら
、
骨
門
員
、
首

席
調
査
員
、
次
席
調
丘

R
の
管
理
職
職
員
投
ぴ
般
調
査
日
が
山
山
し

て
き
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
出
向
者
は
、
出
向
期
間
中
は
、
山
山
身
の

h
政

庁
と
定
の
此
献
を
保
ち
な
が
ら
、
公
T
I
中
立
な
み
一
場
で
、
行
政
夫
務

経
験
を
活
か
し
た
詞
ト
品
工
業
務
等
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
行
政
庁
か
ら
の

影
特
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
ポ
態
は
生
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

中
山
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
「
市
白
神
門
民
投
ぴ
行
席
前
芥
員
に
つ
い

て
は
、
今
後
新
た
な
山
向
者
を
受
け
入
れ
な
い
。
な
お
、
わ
政
府
を
退

品
川
し
た
有
を
よ
専
門
員
に
起
崩
す
る
場
合
は
、
行
政
府
か
ら
の
独
立
性
俳

保
の
問
点
か
ら
、
ぷ
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
献
終
に
帯
存
を
わ
う
{
}

③
次
席
調
査
員
に
つ
い
て
は
、
一
〕
年
仕
慨
を
同
途
に
新
た
な
出
向
者
を
受

け
入
れ
な
い
。
市
一
般
調
査
員
に
つ
い
て
は
、

5
年
後
に
廃
汁
も
含
め

た
出
向
の
あ
り
方
に
つ
い
て
阿
検

A
を
行
う
」
よ
う
に
見
直
す
こ
と
と

さ
れ
た
。

し
か
し
、
行
政
庁
か
ら
の
山
向
長
を
呈
け
入
れ
な
い
場
合
に
は
、
従

キ
か
ら
わ
っ
て
き
た
人
事
交
流
が
円
滑
に
進
ま
ず
、
判
剛
l
h
A
R
が
わ
政
庁

に
出
向
し
て
ね
政
実
務
を
習
得
す
る
途
が
狭
ま
る
こ
と
も
想
ー
注
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
庁
か
ら
調
存
肘
へ
の
山
F

川
の
荘
り
お
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
北
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
c

な
お
、
小
川
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
行
政
庁
を
退
職
し
た
が
引
を
専

門
口
一
に
登
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
調
査
局
と
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ゥ
て
も
、
山
一
は
行
政
庁
の
影
響
に
つ
い

て
些
一
か
の
疑
念
も
ぺ
じ
さ
せ
な
い
よ
う
対
処
す
る
こ
と
は
一
百
、
つ
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
る
。
」
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と
し
て
い
る
。

行
政
庁
か
ら
調
脊
同
へ
の
山
山
川
の
見
直
し
が
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
に

明
記
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
亡
、
「
調
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
従
来
か
ら
行
っ

て
き
た
訓
管
理
臓
の
剥
咋
民
が
わ
政
庁
に
山
山
F

川
す
る
と
い
う
形
の
人
事
交



料

流
が
川
品
川
に
進
ま
ず
、
調
存
員
が
行
政
庁
に
お
い
て
わ
政
実
J

拍
を
m
H
得
す

る
途
が
狭
ま
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
か
ら
、
行
政
庁
か
ら
の
山
向
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
川
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、

職
員
の
問
向
の
豆
け
入
れ
が
ム
直
ち
に
「
立
法
府
の
独
立
性
一
を
阻
古
す
る

ほ
ど
の
弊
宵
の
あ
る
も
の
か
に
つ
い
て
、
疑
問
な

ν
と
し
な
い
)
ま
た
、

五t

刊
比
米
謀
議
院
が
常
任
委
員
会
制
州
事
や
調
査
局
の
有
法
調
査
機
能
を
十
分

に
引
い
う
る
人
材
を
伝
肘

L
、
養
成
し
て
き
た
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
現

ιの
調
査
局
の
管
珂
職
ポ
ス
ト
を
全
て
プ
口
パ
ー
の
職
員
だ
け
で
充
足
す

る
よ
う
な
引
阿
的
な
人
事
政
策
が
あ
っ
た
試
で
も
な
い
、
し
た
が
っ
て
、

右
能
な
専
門
員
、

h

円
府
調
存
員
等
の
確
保
に
つ
い
て
支
障
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
行
政
庁
か
ら
調
査
局
へ
の
山
向
の
見
直

し
は
、
少
な
く
と
も
な
お
一
定
期
聞
の
経
過
情
慣
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
行
政
庁
か
ら
の
山
向
者
で
あ
っ
て
も
、
れ
政
庁
か
ら
「
移
籍
」

の
形
で
点
て
も
ら
う
こ
と
は
、
「
げ
法
i

川
町
独
立
件
」
を
阻
害
す
る
ボ
で

も
な
く
、
げ
法
川
刑
企
機
能
の
舷
充
・
強
化
に
資
す
る
人
材
の
佐
保
と
し
て
、

引
き
続
き
継
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、
「
詞
杏
局
ピ
ジ
ヨ
〆
」

は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
非
管
理
臓
の
剥
丘

R
が
行
政
庁
に
出
向
す
る

と
い
う
形
の
人
事
父
流
が
川
市
に
進
ま
ず
、
調
脊
員
が
行
政
庁
に
お
い
て

行
政
実
務
を
相
自
得
す
る
途
が
狭
ま
る
こ
と
も
懸
念
し
て
い
る
。
他
ん
、
嗣

青
局
に
来
る
「
行
政
官
」
の
す
場
に
げ
2

て
み
る
と
、
権
限
、
下
算
、
法

律
案
の

υ
案
に
畏
打
ち
き
れ
な
い
「
調
存
一
に
は
魅
力
を
感
じ
ず
、
調
査

片
に
来
る
希
望
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
は

l
分
に
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

弘
的
ヲ
匂
り
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「
凶
相
紘
の
十
忙
り
方
の
検
討
一
に
つ
い
て
は
、

一
調
査
局
に
お
け
る
調
杏
機
能
の
充
実
、
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
業

務
の
詐
り
方
を
見
直
し
、
新
た
な
人
事
施
策
の
推
進
、
外
部
専
門
家
の

活
用
等
を
効
県
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
調
査
局
の
組
織
の
光
一
更
が

不
川
欠
で
あ
る
こ
の
た
め
、
羽
行
定
員
と
実
員
の
北
離
の
充
足
を
求

め
る
と
ト
と
も
に
、
制
作
同
の
組
織
的
見
直
し
を
合
的
、
で
の
ん
い
り
方
に

つ
い
て
枚
討
す
る
必
引
が
あ
る
」

と
し
て
い
る

調
査
業
務
の
拡
充
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

現
行
嗣
存
業
務
の
一
層
の
充
実
」
と
し
て
、
法
律

案叫
I

寸
参
与
資
料
の
一
一
閣
の
充
実
」
、
「
凶
委
員
会
詐
議
に
関
す
る
情
報
の

提
供
の
拡
充
」
、
「
川
市
委
員
会
の
所
管
を
超
え
た
同
政
課
旭
の
調
脊
」
、

次
に
、
「
2

新
た
に
実
泊
す
る
調
企
業
務
」
と
し
て
、
「
川
重
攻
法
律

案
に
係
る
政
省
令
等
の
施
行
状
川
仙
の
調
脊
」
、
「
凶
委
員
会
決
ぷ
及
び
附

帯
決
議
に
対
す
る
政
川
引
の
対
処
状
況
の
調
査
」
、
「
川
下
情
的
嗣
芥
結
来

の
分
析
」
、
「
仙
ぷ
外
凶
の
政
治
・
行
政
経
済
情
勢
調
芥
の
実
施
」
、

「
問
民
主
に
よ
る
法
律
誕
の
概
要
及
び
審
議
状
況
の
提
供
の
検
芯
」
が

次
に
、
「
第
2

ま
ず
、
「
-



学
げ
ら
れ
て
い
る
υ

な
お
、
法
律
案
等
参
考
資
料
と
委
員
会
審
議
に
閲
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
平
成
一

0
1
(日
途
)
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
広
く
困
民
に

情
報
提
供
を
行
、
つ
こ
と
と
し
て
い
る
。
法
律
案
等
参
考
資
料
は
、
従
来
、

議
員
に
配
布
す
る
内
部
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
イ
シ
タ

1
ネ
y
ト
公
開
に
当
た
っ
て
は
、
著
作
権
法
上
の
問
題
を
川
引

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分
に
配
地
す
る
必
要
が
あ
る
。

立法補佐機関改干の動向と課題

こ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
広
く
回
民
に
情
報
虻
供
を
行
う
べ

き
こ
と
に
つ
い
て
付
一
川
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
平
成
一
一
一
刊
の
「
回
会
改

小
に
関
す
る
答
申
」
に
お
い
て
、
ヱ
張
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
5

同
会
活
動
を
回
日
目
等
に
広
報
す
る
た
め
の
改
革
」
に
お
い
て
、
一
回
会
情

動
を
園
長
に
よ
り
親
し
み
易
く
、
効
古
的
に
広
報
す
る
た
め
の
改
革
を
進

め
る
」
こ
と
と
し
、
「
川
イ
ン
タ
ー
ネ
ソ
ト
を
活
用
し
た
以
報
の
拡
充
及

び
各
種
刊
行
物
を
作
成
し
、
川
能
な
限
り
の
情
報
の
徒
供
に
努
め
る
等
、

情
報
提
供
の
也
ハ
リ
方
を
総
合
的
に
検
討
し
、
さ
ら
に
情
報
公
開
を
進
め
る
」

こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
今
一
年
の
「
収
品
院
改
草
に
関
す
る
嗣

青
会
符
中
」
は
、
「
回
会
情
械
を
出
世
情
報
化
時
代
に
即
応
し
た
占
法
で

発
信
す
る
」
の
項
に
お
い
て
、
「
国
会
情
報
セ
ン
タ
ー
」
(
仮
称
)
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
「
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ
ン
タ
ー
不
y
ト
や
国
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
テ
レ
ビ
チ
ぃ
ン
不
ル
を
情
肘
し
、
双
ん

向
で
の
情
報
の
受
発
信
が
川
町
能
と
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
一
と
し
て

い
る

T
成
八
年
の
一
中
間
取
り
ま
と
め
」
は
、
単
に
一
委
員
会
審
議

に
関
す
る
情
報
提
供
の
拡
大
を
図
る
」
と
す
る
だ
け
で
あ
る
戸
な
お
、
既

に
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
に
よ
り
本
会
一
点
、
委
員
会
の
動
-
向
の
配
伝
が
れ
わ
れ

て
お
り
、
衆
・
参
拝
柚
病
院
の
ホ

l
ム
ベ
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
る
)
ο

次
に
、
「
第
っ
け

調
査
局
に
お
け
る
よ
専
門
性
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一

i

調
企
員
長
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
」
、
一

2

管
理

職
登
用
基
準
の
策
{
些
、
「
3

専
門
員
の
外
部
書
尉
の
実
施
」
、
「
4

外

部
の
専
門
家
の
活
用
」
、
「
5

外
部
機
関
と
の
人
事
さ
流
の
促
進
」
、
「
6

訓
丘
員
採
刷
試
験
の
実
施
の
検
古
川
」
で
あ
る
…

こ
の
分
野
で
特
筆
す
べ
き
は
、
つ
は
、
担
当
分
野
に
お
け
る
専
門
家

と
し
て
の
調
査
員
を
交
成
す
る
た
め
、
特
に
詞
杏
能
力
が
優
れ
た
一
定
の

経
験
年
数
を
有
す
る
調
査
員
に
対
し
、
「
専
門
訓
査
員
長
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
仮
称
ご
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
専
門
調
脊
員
と
し

て
養
成
さ
れ
る
嗣
存
員
に
つ
い
て
は
、
卜
伏
紋
へ
の
昇
格
、
管
理
職
へ
の

井
任
等
に
お
い
て
甲
則
選
技
(
数
年
程
胤
)
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
専
門
員
の
外
部
登
用
の
実
施
で
あ
る
。

副
主
同
の
専
門
引
を
同
め
る
た
め
に
、
外
部
の
優
秀
な
専
門
家
を
専
門
員

と
し
て
梢
科
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

北法S9(2.42:JhJ47



料

最
後
に
、
「
第
Aq

刈
何
回
組
織
の
充
実
・
強
化
一
に
つ
い
て
で
あ
る
。

柔
軟
な
人
員
配
世
の
実
施
」
、
一

2

調
査
局
ー
注
員

の
充
足
」
、
「
日
調
査
局
に
お
け
る
部
認
の
新
設
」
、
「
4

調
査
局
の
組

織
の
在
り
占
一
で
あ
る
。

以
卜
が
一
調
査
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
概
制
で
あ
る
)
こ
の
一
調
吉
村
同
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
止
法
嗣
芥
機
能
の
拡
充
、
強
化
の
民
請
に
対
す
る
調
査
局
側
か

ら
の
月
八
体
的
な
回
特
で
あ
る
と
一
百
う
こ
と
が
で
き
よ
う
ハ

す
な
わ
ち
、

1 

五t

ノ、

ム
任
法
調
査
機
関
改
ホ
の
課
題

げ
日

μ
4
剛
官
民
間
能
の
蚊
充
・
強
化
と
調
査
員
の
専
門
性
の
強
化

国
会
に
お
け
る
充
実
し
た
審
議
の
た
め
に
は
、
各
議
院
の
立
法
嗣
存
陣
内

能
の
拡
充
強
化
が

t
県
で
あ
る
こ
と
は
必
を
待
た
な
い
c

問
題
は
、
山

法
調
存
機
能
を
拡
充
強
化
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
ど
の
よ
う
に

構
築
す
る
か
で
あ
る
の
耐
述
し
た
よ
う
に
、
「
衆
一
議
院
詞
杏
局
ピ
ジ
ョ
ど

は
こ
の
問
題
に
対
す
る
内
部
か
り
の
H
一
体
的
な
日
答
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
そ
の
斗
場
は
、
百
で
ニ
リ
え
ば
、
止
法
調
存
機
能
の
払
允
-
強
化
は

調
査
局
の
専
門
性
の
強
化
に
ょ
っ
と
刈
る
べ
き
で
あ
る
と
し
ご
い
る
と
若

え
ら
れ
る
。

調
官
同
の
専
門
併
の
強
化
的

H
的
は
、
川
同
十
九
日
回
、
こ
れ
に
属
す
る
与
謝

査
室
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
(
円
以
律
案
参
考
資
料
、
件
議
員
か
ら
の
剣
士
川
依
頼

に
刻
す
る
問
答
、
関
係
資
料
)
の
質
を

M

さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
結

同
は
、
実
際
の
業
y
拾
を
担
う
個
々
の
調
存
員
の
専
門
併
の
強
化
と
い
う
謀

題
に
附
着
す
る
ご
そ
の
た
め
に
は
、
間
々
の
調
吾
川
貝
が
研
績
に
励
む
べ
き

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
調
堂
局
が
組
織
と
し
亡
、
調
査
員
の
専
門
性
の

強
化
を
パ

y
ク
ア
ッ
プ
す
る
行
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
人
事
制
度
、
組
織

等
の
国
で
貝
休
的
な
ん
策
を
検
討
す
る
必
史
が
あ
る
ご
一
調
査
同
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
こ
の
内
…
に
つ
い
て
、
単
な
る
研
修
の
充
実
と
い
っ
た
形
式
的
な

対
泌
で
は
な
く
、
人
事
制
は
や
組
織
機
構
の
在
り
方
に
投
打
も
さ
れ
た

み
策
を
模
索

L
て
い
る
の
で
あ
る
)

北法;;9(2' 426) 948 

2 

政
策
す
索
機
能
の
充
実

(
ご
嗣
芥
尚
の
政
策
斗
案
能
力
の
充
だ
の
必
要
性

わ
が
凶
に
お
け
る
政
策
す
案
機
能
は
、
従
点
、
霞
ヶ
関
の
弁
省
庁
が
は

ほ
ふ
国
的
に
担
っ
て
き
た
が
、
年
金
制
度
の
改
7
1

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

各
省
庁
の
政
策
斗
案
機
能
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
政
策
リ
案
機
能
を
副
芥
同
も

担
え
る
よ
う
機
能
強
化
し
、
わ
が
同
に
お
け
る
政
策
立
案
機
能
を
多
元
化



す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

立法補佐機関改干の動向と課題

政
論
社
索
機
能
的
充
実
に
つ
い
て
は
、
判
刑
木
工
局
が
こ
と
さ
ら
に
新
し
い

機
能
を
具
備
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
専
門
牲
の
強
化
の
延
ぷ
線
上

に
当
快
問
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
芹
・
調
存
員
は
、
法
伴
業
主
γ
/

考
資

料
の
刊
成
や
議
員
か
ら
の
調
査
依
頼
に
対
す
る
州
各
に
お
い
て
、
問
題
点

の
指
摘
に
け
ま
ら
ず
、
現
行
制
度
や
内
閣
提
心
法
律
案
と
異
な
る
考
え
ん

や
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
こ
の

よ
う
な
嗣
舟
依
頼
に
十
分
に
応
え
る
に
は
、
議
員
や
政
党
が
構
想
す
る
政

策
的
論
点
整
理
、
政
策
引
網
干
法
律
案
骨
γ
J
を
刊
成
、
起
草
す
る
写
の
政

策
リ
一
系
を
補
佐
す
る
能
力
が
小
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
調
査
室
回
調

音
員
は
、
情
報
の
取
得
に
お
い
て
は
同
姐
な
向
を
有
す
る
も
の
の
、
古
い

専
門
性
を
佐
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
有
案
の
削
提
と
な
る
問
題
状
況

の
把
振
や
政
策
謀
題
の
設
定
に
お
い
て
、
先
見
性
、
柔
軟
性
、
白
垣
性
を

得
る
こ
と
は
川
能
で
あ
り
、
そ
、
つ
あ
る
べ
く
附
績
を
積
む
必
叫
が
あ
ろ
う
へ
い

さ
ら
に
、
「
政
策

ν業
機
能
の
充
実
」
を
i

止
法
嗣
査
機
能
の
中
に
具
体

的
に
位
置
付
け
る
と
い
う
観
占
か
ら
は
、
副
主
局
は
、
調
査
能
力
を
一
層

強
化
し
、
議
員
の
政
策
v
げ
案
か
ら
法
律
案
ウ
案
の
削
段
階
(
法
律
案
骨
了
、

法
律
案
要
綱
)
に
ム
ア
る
ま
で
の
過
析
を
一
貫
し
て
ザ
ポ

1
卜
す
る
と
い
っ

た
視
白
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
最
終
的
に
は
、
今
後
さ
ら
に
専
門

性
を
古
め
、
政
策
発
七
能
力
を
役
得
し
、
ぷ
院
の
ン
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
視
点
も
必
裂
と
な
ろ
う
υ

(
)
政
党
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
の
関
係

山
ト
成
七
年
に
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク

2
0
0
5

政
策
プ
ラ
y
ト
ホ

i
ム
」
(
民
ギ
党
系
)
と
い
っ
た
政
克
系
の
、
ン
ン
ク
夕

、
〆
ク
が
相
次
い
で
設
有
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
克
F

川
身
が
ン
シ
ク
タ
ン

ク
を
ぷ
リ
し
て
、
政
策
リ
一
議
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
政
党
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
そ
の
政
党
の
根
幹
の
政
策
を
研
ん
ん
し
、
そ

の
成
果
を
公
表
し
て
い
る
、
嗣
十
川
口
付
を
初
め
ト
と
す
る
iv一
法
調
脊
絞
閉
が
専

門
刊
の
強
化
に
よ
る
M

剛
弁
能
力
の
高
度
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
ボ
な
け

れ
ば
、
今
後
、
政
党
は
い
前
の
政
党
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
政
能
ス
タ

y
フ

を
活
用
す
る
比
重
を
同
め
て
い
く
こ
と
が
下
恕
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
政
党
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
政
党
の
政
策
ス
タ

y
フ
は
、
母

体
で
あ
る
政
党
の
一
議
席
数
の
消
長
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
、

ン
ン
ク
タ
ン
ク
の
研
究
員
や
政
策
ス
タ
グ
フ
の
人
数
も
多
人
数
と
は
い
え

ず
、
非
常
勤
の
場
合
も
あ
る
、
小
政
止
に
凶
す
る
議
員
や
年
川
凶
の
議
員

は
政
党
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
利
刑
す
る
こ
と
が
む
き
ず
、
ま
た
、
議
席
数

の
多
い
政
党
に
属
す
る
議
員
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
議
員
の
日
常
的
な
政

治
活
動
に
伴
う
嗣
存
依
拍
手
一
ン
ン
ク
タ
ン
ク
に
依
頼
す
る
こ
と
は
、
政
一
兄

系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
人
員
、
予
算
か
ら
す
る
と
現
実
的
で
は
な
い

(
山
川
氏
党
系
)
、
「
公
共

北法59(2-427)949



料

し
た
が
っ
て
、
調
査
局
の
機
能
が
こ
れ
ら
の
政
党
系
ン
ン
ク
タ
ン
ク
に

代
帯
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
し
か
し
、
調
査
局
が
旧
態
依
然
た
る

調
査
手
法
に
安
作
し
て
い
て
は
、
早
晩
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
枯
に
直
面

せ
き
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

五t

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
一
政
策
す
索
機
能
的
多
元
化
」
と
も
青

い
う
る
動
向
に
対
し
て
、
今
後
、
調
堂
局
は
、
現
状
に
安
作
す
る
こ
と
な

く
、
専
門
刊
を
向
上
さ
せ
、
ぷ
員
の
い
い
々
の
調
存
立
法
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
委
員
会
審
議
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
吾
え
る
。

3 

統
合
論
に
対
す
る
詳
師

(
ご
す
け
法
調
査
機
関
の
業
務
分
担
と
統
作
論
の
類
以

各
一
議
院
に
は
、
立
法
調
存
機
関
と
し
て
、
衆
一
議
院
に
調
査
局
、
参
議
院

に
常
任
委
員
会
調
芥
室
い
か
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、
回
会
閃
書
館
に
調
脊
及

び
立
法
与
弁
同
が
設
世
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
業
務
分
引
は
明

確
に
た
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
業
務
が
重
殺
し
て
い
る
こ
と
、

井
議
院
に
阿
様
の
機
関
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
八
円
論
が
何
度
か

附
さ
れ
て
き
て
い
る
の
ま
た
、
衆
回
参
の
一一
議
院
法
制
同
の
業
務
も
法
体
系
、

修
止
案
等
の
す
案
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
け
ば
、
調
査
局
、
嗣

査
室
斗
?
の
調
査
事
y
扮
と
日
米
務
は
市
複
し
て
お
り
、
統
合
《
酬
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
ご

北法;;9(2'428)9日)

統
合
論
の
類
型
と
し
て
は
、
一
つ
は
、
衆
参
・
図
で
枯
存
す
る
同
織

の
組
織
的
統
ム
い
を
図
る
掛
断
的
統
什
、
も
う
一
つ
は
、
羽
行
の
業
Jd
の信州

根
を
取
り
弘
っ
て
統
什
を
阿
る
毛
直
・
機
能
的
統
九
円
と
が
あ
る
一
)
整
理
す

れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

横
断
的
統
合

(
イ
)
何
衆
議
院
調
査
局
と
参
議
院
出
任
委
員
会
調
布
室
と
の
統
合

州
衆
一
ぷ
院
調
査
局
と
参
議
院
市
任
委
員
会
嗣
存
至
に
加
、
え
て
同
公

図
害
館
調
査
局
と
の
統
行

(
口
)
衆
議
院
法
制
吋
と
参
議
院
法
制
局
と
の
統
九
円

垂
直
・
機
能
的
統
合

(
ィ
)
各
議
院
の
調
査
局
常
任
委
員
会
副
芥
唱
と
法
制
局
と
の
統
合

(
口
)
各
議
院
の
調
査
局
常
任
委
員
会
副
芥
卒
、
法
制
局
、
回
会
問
客

館
嗣
芥
尚
の
一
つ
の
機
関
へ
の
統
合

こ
れ
ら
の
統
合
前
に
は
す
法
補
佐
際
関
の
椛
存
に
よ
り
生
ず
る
無
駄
の

排
除
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
り
れ
る
。
し
か
し
、
統
合
さ

れ
た
新
た
な
寸
法
調
査
機
関
の
調
査
終
能
の
拡
光
・
強
化
、
専
門
件
の
向

に
繋
が
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
機
構
が
有
法
調
査
機
関
と
し
て
最
適
な

の
か
、
と
い
っ
た
観
占
、
が
立
公
で
あ
る
、



な
お
、
こ
れ
以
外
に
、
平
成
一
八
刊
の
自
市
民
キ
党
行
政
改
革
推
進
本

部
一
国
会
事
務
局
等
改
革
に
閲
す
る
従
百
」
の
よ
う
に
、
事
務
同
委
員
部

と
調
存
吋
と
を
統
合
す
る
考
え
占
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
業
務
の
性

長
が
全
く
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
両
省
の
職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
厳

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
統
合
は
実
訴
が
な
い
も

の
ト
と
#
?
え
旬
。
。

(
)
統
合
に
よ
り
中
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
効
呆

横
断
的
統
ん
門

立法補佐機関改干の動向と課題

衆
議
院
と
参
議
院
で
同
様
の
組
織
が
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
(
イ
)

川
町
衆
議
院
調
査
局
と
参
議
院
日
任
妥
員
会
副
青
半
と
の
統
合
、
(
口
)

の
衆
議
院
法
制
局
と
参
議
院
法
川
同
と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
内

容
に
ω

変
化
は
さ
は
と
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
υ

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
組

織
の
横
断
的
統
台
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
各
=
議
院
事
務
局
の
議
事
運
営

部
門
、
管
瑚
部
門
竿
(
の
全
部
λ
は
一
部
)
も
衆
参
両
議
院
に
設
問
さ

れ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
議
院
事
務
局
(
の
ん
部
ゾ
ん
は
部
)
の

統
合
も
不
可
涯
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
横
断
的
統
合
の

場
合
、
京
・
参
両
議
院
に
属
さ
な
い
凶
会
阿
書
館
副
大
日
同
の
在
り
し
々
を
検

討
す
る
必
叫
が
あ
る
の

(
イ
)
山
川
町
衆
議
院
調
存
同
、
参
議
院
常
任
委
員
会
調
査
字
、
回
会
附

書
館
調
査
局
の
一
者
の
統
合
に
よ
っ
て
も
、
業
務
的
内
容
に
定
化
は
さ
ほ

と
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
{
}
な
お
、
こ
の
場
介
、
阿
公
図
書
館
前
査
局
が
分

離
統
合
し
た
怜
恨
の
国
会
凶
害
館
本
体
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
と
い

う
問
題
が
残
る
。

垂
直
・
機
能
的
統
合

(2) 
(
イ
)
嗣
十
九
円
尚
と
法
制
局
の
統
合

も
う
一
つ
の
統
合
品
と
し
て
、
京
議
院
、
参
議
院
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
の
中

で
、
調
査
局
・
常
任
委
員
会
副
企
半
と
法
制
局
と
の
統
合
が
考
え
ら
れ
る
ご

現
也
の
上
、
つ
に
調
査
局
・
嗣
芥
室
と
法
制
局
が
分
立
し
、
相
わ
け
の
業
務

の
提
携
が
な
い
状
態
で
は
、
議
員
の
政
策
y
d
一
議
か
ら
法
律
案
す
案
に
主

る
過
析
に
お
い
て
、
ぷ
員
の
政
車
す
索
を
ブ
ラ

yン
ユ
ア
y
プ
し
、
政
策

を
実
現
す
る
干
段
ト
と
し
て
の
法
律
家
の
悩

f
、
要
綱
を
構
想
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
立
法
嗣
存
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
は

l
八
刀
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
、

制
丘
同
は
、
法
律
案
要
綱
の
作
成
も
嗣
芥
吋
の
事
務
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、

要
綱
の
問
段
階
で
あ
る
政
策

ν
軍
か
ら
法
律
家
M
M
L
J
の
作
成
に
携
わ
る
こ

と
は
比
較
的
少
な
い
。
一
方
、
法
制
局
は
、
議
員
ー
リ
法
の
止
案
に
際

L
、

必
内
整
理
を
行
い
、
現
行
法
と
の
肱
叫
ん
口
性
等
を
検
討
し
た
上
で
法
律
誕
の

すu
案
作
業
を
行
、
つ
が
、
政
策
げ
案
は
依
頼
す
る
議
員
キ
政
光
が
行
う
べ
き

こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
政
策
に
関
す
る
部
分
に
関
与
す
る
こ
と
に
は
自
制

的
で
あ
る
、

北法59(2-429)951



料

し
た
が
っ
て
、
こ
の
統
合
に
よ
っ
て
、
各
議
院
に
立
法
調
存
、
政
政

υ

山
長
か
ら
、
法
律
案
i

止
楽
に
古
l

る
ま
で
の
過
科
を
一
貫
し
て
補
佐
す
る
件
制

が
確
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
議
院
の
ン
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
削
を
担
う
こ
と

を
可
能
と
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

(
口
)
衆
・
参
調
古
川
崎
、
衆
-
参
法
制
局
及
ぴ
回
会
川
再
餅
調
存
同
の
統
台

衆
・
参
・
阿
の
調
査
一
機
関
と
本
・
ム
千
戸
ノ
の
法
制
同
を
す
べ
て
統
合
す
る

考
え
方
も
あ
る
。
平
成
一
同
十
六
月
と
平
成
一
十
計
十
台
月
に

μ由
党
が
担

出
し
た
一
阿
氏
、
半
導
の
回
政
の
実
現
に
関
す
る
基
本
法
案
」
(
第
一
五
凶

戸川

凶
回
会
衆
法
第
一
四
号
泣
ぴ
わ
一
五
!
ハ
何
同
会
議
法
第
二
五
回
勺
)
に
お
い

て
、
国
会
の
す
法
を
袖
休
す
る
諸
機
関
を
統
合

L
「
国
会
リ
法
川
両
査
院
」

と
す
る
抗
索
を
行
っ
て
い
る
む
こ
の
よ
う
な
組
織
が
実
現
す
れ
ば
、
一
議
院

の
別
な
く
、
寸
法
調
査
、
政
策
斗
袋
、
法
律
案
立
案
を

ト
し
、
か
つ
総
人
門
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

五t

イ

げ
法
調
企
機
川
崎
改
小
の
今
後
の
諌
題

員
し
て
サ
ボ

1

回
会
改
革
は
様
々
な
側
両
を
有
し
、
予
備
的
調
査
の
事
人
、
衆
議
院
嗣

育
局
の
設
置
な
と
が
主
施
さ
れ
た
が
、
止
法
調
存
機
関
の
改
竿
に
つ
い
て

は
、
そ
の
際
能
強
化
と
い
う
柑
J

円
か
ら
詰
め
た
一一
議
品
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ι
J
針
党
か
ら
問
也
内
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
同
会
改
革
の
円
的

の
一
つ
と
し
て
回
会
審
議
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
審
ぷ
す
べ
き

対
象
が
い
か
に
ー
止
案
さ
れ
、
神
り
げ
ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
着
目

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
う
た
と
百
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
凶
の
政

策
立
系
か
ら
法
体
案
の
リ
一
袋
、
提
出
川
に
式
市
1

る
ま
で
の
過
科
の
太
不
が
行
政

庁
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
れ
僚
主
導
で
あ
ロ
た
こ
と
と

t
H怖
で
は
な
い
ο

し
か
し
、
今
後
、
同
家
機
構
の
巾
で
立
法
府
も
政
策
ウ
索
に
お
い
て
重

要
な
部
分
を
担
、
つ
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
今
日
法
府
の
中
に
お
け
る
政
策
山

業
絞
能
が
ん
r
仕
院
は
多
冗
化
す
る
こ
と
を
念
頭
に
世
き
、
寸
法
調
官
絞
関
は
、

政
党
系
ン
ン
ク
タ
ン
ク
や
政
吋
ハ
兄
の
政
策
ス
タ
y
フ
等
と
並
ん
で
六
法
山
刊
の

政
策
す
案
を
袖
休
す
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
…
し
た
が
っ
て
、
今

後
の
寸
法
調
査
際
問
、
特
に
嗣
十
九
日
同
・
市
任
委
員
余
調
査
室
は
、
そ
の
専

門
引
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

一議
員
の
政
策
ウ
案
か
ら
法
律
案
?
リ
一
半
世
の

削
段
階
に
ム
I
る
ま
で
の
過
析
を
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
っ
た
視
↑
口

を
持
ち
、
議
院
の
シ
ン
ク
タ
シ
ク
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
与
え
る
。

(
i
)
国
会
改
革
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

i
献
と
し
て
は
、
塀
川
棋
・

笠
原
英
彦
編

『回
会
改
革
の
政
治
学
し

(
P
H
P
耐
究
所
一
九
九

北法;;9(2'4叩 )9;;2



立法補佐機関改干の動向と課題

五
年
)
が
あ
る
。
ま
た
、
平
成
時
代
の
国
会
改
M
i
に
関
し
て
包
括

的
な
分
析
を
加
え
た
丈
献
と
し
て
、
武
田
美
智
代
一
回
会
改
革
の

軌
跡

V
成
元
年
以
降
」
(
レ
ブ
ア
レ
〆
ス
平
成
一
八
年
七
川

号
)
、
武
田
美
智
代
・
山
本
貞
一
什
了
一
キ
な
回
会
改
革
提
百
と
そ

の
論
点
」
(
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ア
成
一
八
年
一
月
号
)
が
あ
る
。

刷
長
の
論
文
に
は
、
昭
和
六
一
年
判
以
降
の
回
会
改
草
関
係
の
年
表

が
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
佐
官
の
前
丈
に
は
、
「
十
七
な
国
会
改
革

提
言

(
V成
凶
l
一
年
)
比
較
表
」
が
資
料
と
し
て
付
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
有
益
で
あ
る
…
本
稿
も
、
こ
れ
ら
の
丈
献
に
負

う
ー
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

(
2
)
事
前
詐
十
九
川
制
は
国
会
脊
議
の
角
洞
化
の
原
凶
と
し
て
問
担
と
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
事
前
審
査
制
が
首
相
主
導
に
よ

る
政
治
的
リ
タ
l
シ
y
ブ
侍
立
の
除
路
と
な
り
、
決
定
と
直
れ

の
所

ιを
暖
昧
に
す
る
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
刻
し
い
円
本
を
つ
く
る
同
民
会
議
(
一
世
紀
陥
嗣
)
「
首

相
主
事
を
支
え
る
政
治
楕
泣
改
革
に
関
す
る
徒
一

u
l
ワ
党
帯
存
の

見
直
し
と
内
問
、
政
党
、
回
会
の
門
構
築
l
」

(
V成
一
一
一
年
一

片
八
日
)
ハ
E
召
¥
¥
S
J
J
J
〈
足
。
」
右
ぜ
氏
¥
N
C
C
H
H
H
C
岱

H
h
u
〈出〉

が
汗
し
い
じ
ま
た
、
与
党
で
あ
る
白
内
民
主
党
か
ら
も
事
前
審
査

制
の
見
直
し
諭
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
白
山
民
主
党
国
家
戦
略

本
部
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
一
政
治
ン
ス
テ
ム
(
最
終
従

一三」

(
V成
凶
年
三
日
月
二
二
日
)
〈
7
2】
¥
¥
d
J
Z
U
2
]
]
セ
¥
七
三
¥

N
C
C
N
C
U
H
U
H
-
h
〉
参
照
。
な
お
、
大
山
礼
L
J
a
同
会
学
入
門
(
第

一
以
)
』
三
二
省
主
一
の
つ
一
年
)
一
石
一
一
貞
幻

l
参
照
。

(
3
)
秘
本
武
ゆ
一
回
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
回
立
回
会
問
書

館
調
査
局
」
北
大
法
学
論
集
第
五
五
巻
第
一
号
(
ヤ
成
六
午
)

仁
一
三
一貝
以
卜

(
4
)
贋
瀬
洋
了
「
同
会
の
政
策
形
成
過
程
と
育
法
補
佐
機
関
」
(
城

山
英
明
・
鈴
木
寛
網
野
助
同
編
若

a
巾
山
人
省
庁
の
政
策
形
成
過

程
日
本
官
僚
制
の
解
剖

土
中
山
人
大
学
出
版
部
一
九
九
九
年
)

所
収
(
第
一
平
)
)
八
一
頁

(
日
)
麿
、
前
淳
子
、
前
掲
論
正
一
九
三
頁
つ
な
お
、
波
野
苫
治
一
寸
法

補
佐
休
日
の
現
状
と
問
題
点
」
北
大
法
学
論
集
約
立
石
巻
第
二
号

(
平
成
一
六
作
)
仁
一
心
頁
参
冊
、

(
6
)
浅
野
善
治
「
同
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
」
(
浅

野
一
郎
編

a
同
会
入
門
L

F

信
山
朴
山
版
一

C
C
一
年
」
所
以
)

一
一
一
一
白
円

(
7
)
衆
議
院
回
参
議
院
編

副議
会
制
度
白
午
史

一一
読
ん
以
制
民
編
'
(一

九
九
心
年
)
一
一
七
百
以
下

(
立
政
治
改
小
推
進
協
議
会
(
民
間
政
治
臨
調
)
「
困
会
改
革
に
悶

す
る
緊
急
徒
六
(
平
成
川
年
一
一
月
七
日
)
〈
吉
右
¥
¥
考
古

:
z

]口¥ぢ巳【¥]戸
3
3
日]戸]{()叶]戸口♀日〉

(
9
)
土
井
た
か
，
J
衆
議
院
議
長
悦
附
兵
崎
副
議
長
「
国
会
改
M
i
へ

の
つ
の
瑳
百
」

(γ
成
i

ハ
年
六
月
二
円
)
〈
F
P
U
¥
¥
5
2
2
0
}
号、

}
》
《
}
司
¥
]
坦
坦

A
Q
G
o
u
-
-】
牛
司
〉

(
凶
)
土
井
た
か
了
衆
議
院
議
長
・
和
岡
兵
捕
副
議
長
「
一
議
員
止
法
の

北法S9(2.4:U)9S3



活
性
化
に
関
す
る
一
つ
の
抗
計
一
(
平
成
八
年
六
月
刊
日
)

ハ
-
H

「「む¥¥戸さ戸出のの」」
U
¥
円)〔
H
h
¥
]

戸沼沼会()会]戸仏
]
{
U
仏門〉

(
日
)
日
出
い
民
、
ヱ
党
政
治
制
度
改
革
本
部
国
会
改
革
委
員
会
「
国
会
改

i
T
に
関
す
る
穴
日
中
」

(γ
成

芹

一

月

二

日

)

別

添

資

料

l

(
口
)
与
党
一
党
問
会
改
品
川
批
准
協
議
会
「
国
会
改
小
推
進
に
関
す
る

出川口一

(
Y成
一
一
年
1

ハ
月
一
八
日
)
川
添
資
料
2

(
日
)
衆
議
院
改
M
W
に
閉
す
る
調
査
会
「
衆
議
院
改
小
に
閲
す
る
調
査

会
答
中
」
(
平
成
二
一
年
一
一
月
九

H
)
〈Z
召
¥
¥
当
者
当
主
2

」む¥む己門
¥
N
C
C
]
{
]
{
]
{
]
F
U
K

日)己門〉

(
H
)
l川
出
い
出
土
党
行
政
改
革
折
進
本
部
「
国
会
事
務
局
等
改
革
に
閑

す
る
抗
百
」

(
T成
一
八
引
月
一
口
口
)
〈
宮
内
召
¥
¥
〆
2
4
-
E
E

号、』

HE--戸
¥
思
一
三
宮

EA《-三回¥一日
HFE()
己
(

)

]

X

弓
別
添
資
料
3

F-衆
議
院
議
院
運
常
委
員
会
衆
議
院
事
y

扮
同
等
の
改
主
に
関
す
る

小
吾
只
ん
以
「
米
議
院
事
務
同
等
の
改
革
に
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自也氏主党・国会玖革に関する答宇
乎!N.. 1 2 年 3 月 22 日
自由民主党政治制皮玖革本蔀
国会改革委員会委員長 中川秀直

自由民主党・国会改革委員会は、次のとおり答宇する。
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1 

函会議員の処i亀のi童正イι
(1)永年在職議員(衆議院では 25年以上在職、参議院でIj24年以上在職)につい
ては、従来どおり院議をもって、その功績を表彰するが、特別交通安の丈給は
廃よ L、代わりに勇退後Ij名誉議員として、その功殺に相応しい活働環境をほ
{-!f.する。

(2 )国会議員が死亡した際の弔慰金については、廃止する。

2 

国会事務局及ぴ付属機関の効率的活動のための改革
(1)両院の事務局の玖革
アー衆参両院の事務局の改革については，両院の独立性l二十分に配意 Lたよで、な
お五つ紘令した方が、ょう効率的に業務を遂行できると判断されるものは、統
合することを基本方針とする o 具体的には、自重古車関係、幸子銭関係、用務関係、
記録関係J.tぴ福利厚生関係を対象とする。
イ 衆参の法制王寺は、統合し、国会法制局とする。
( 2 )時代的使命の終った業務の廃よ
両院の事務局業務のうち、すでに時代的使令の終っているものは、廃ょする。
J主体的には次のとおりである。
ア議員会館と議員宿令の問のパスの運行サービス Ij、可及的すみやかに廃止する。
イ.自動車整備工場もす及的すみやかに廃止する。
( 3 )憲政記念館の管1里・運営の改革
定政記念館の管理 E 運営については、国民に統しまれ一層活用されるものと
するために、抜本的に改革するものとし、窓政記念館逢営委員会において具体
的宇対応策を協議することとする。
なお、面会前庭北地区J.tぴ南地区は、一般参観・永訪者のやH更に資する観点
から、管理・ i主営のE文忌J.tぴ庭内の環境保全整備を図ることとする o

3 

国会職買の処遇のi童正化
回会職員の国会特別手当については、
ては、これを廃止する。

4 
5年で段階的に縮減廃止し、弔慰金につい

国会活動を国民等に広報するためのZ文革
国会;舌重訪を由民により親しみあし効率的に広報するための玖革を進める。
なお、外国に対する広報も視野に入れる。
(1)インターネ y トを活用した広報の拡充及び各種刊行物を作成し、可能な限りの
情報の提供に努める等、情報提供の在ワ方を総合的に検討し、さらに情報公聞を
進める。
( 2 )国会情報センター(仮称)の設置
国会審議等の TVによる中継システムのさらなる整備、議員の回会活弱の VTRの
提供、他方議会との役携による議会政治知識の普及等をさらに推進するため、回会
情報センター(仮称)の投足を検討する。その具体的な内容については、両院の議
院i主営委員会の検討に委ねる。
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立法補佐機関改革の動向と課題

直E

国会改革推進に関する報告

平成 13年6月28日

与党三党国会改革推進協議会

座長大野功統

自由民主党、公明党、保守党の与党3党は本年4月25日に合意した『三党

連立政権合意Jの第6項に基づき、 3党幹事長のもとに「与党三党国会改革推
進協議会J(以下「協議会」と称す)を設置し、 5月 16日以来8回の議論を行
なった。

わが国のあらゆる分野で構造改革が間われている今回、我々盟会議員のみが

新しい日本を生み出す原動力となる改革から目をそらすわけにはいかない。国

会議員が率先して足元の国会改革を断行してこそ、政治がリードしていく様々

な改革に対して国民が信額を寄せる源泉となる。これに関連して政治家の姿勢

としても、「近く予想される財政構造改革の際には国会議員歳費の 10%削減

を実現してい<Jぺきなど、国会議員として改革の時代に即応した姿勢を取ら
なければならないとの意見もあった。

基本的には議員の処遇の適正化には倫理性や透明性が、また、立法機能の強

化にあたっては使命達成に向けた効率的な議会運営が必要となる。政治倫理を

確立し、国民に開かれた効率的な国会を実現するためには、何よりも富民の視

点から見て納得できる菌会改革の推進を図らなければならない。本協議会はか

かる観点から当面する問題を精力的に議論してきた。

以下は3党幹事長に対する協議会の議論の結果を報告するものである。

I、今国会で結論を得たもの

1、永年在職議員表彰について

(1)特別交通費支給について

国会!こ25年以上在職している議員に支給される月額30万円の特別交通

費u国会議員の歳費、旅費及び手当等に関する法律J)は廃止する。

国会議員として在職25年以上の者には、昭和 16年から昭和50年3

月まで院が保有する専用自動車を配車してきた。昭和50年施行の「国会

議員の歳費、旅費及び手当等に関する法律の一部改正」により、これらの

表彰議員に対しては、自動車の提供に代えて国の予算をもって特別交通費

を支給する制度に改めた。現在の支給額は月額30万円であり、特別交通

費を廃止した場合、約 l億7千万円の経費削減となる。

北法59(2・435)957 



資

欧米には永年在職議員に対するこのような優遇措置はない。また自動車

が一般に普及している現在、永年在職議員にのみにかかる特別待遇を行な

うことはいかなる意味を持つのか。

(2)肖像画の作製について

肖像函制度は廃止する。

永年在職議員表彰制度における被表彰者の肖像画作製については法規上

の明文はない。

この告IJ度は昭和 10年、在職30年以上の議員に対し、院議による表彰

が決定され、記念品として議員一向一人当たり 10円の酸出により肖像画
2商を作製し、 1i1uは院内に掲錫、他の一面は本人に嫡呈するようになっ

たことから始まる。その後、昭和 16年に在職年数の基準が30年から 2

5年に改められた。また昭和32年になって肖像画作成の費用は議員の酸

出からではなく、国会の予算からの支出となった。参議院にあっては25
年表彰の他に、 24年在職の後参議院議員を勇退する議員にも肖像画を婚

呈する制度がある。

参議院にある肖像画は現在、総数 101枚であり、掲額余地はまだある

が、衆議院にある総数315枚の肖像画のうち実際に掲揚されているもの

は約半数でしかなく、残りは倉庫に保管されている現状にある。これらを

勘案して協議会は肖像画制度を廃止すべきとの結論に達した。なお、議論

の過程で肖像画作製に充てるために院から支給される 100万円の揮豪料

を廃止しても、本件は議員本人や支援者などの誇りと名誉に関わる問題で

あり、告Ij度そのものは残すべきだという意見があったことも付記しておく。

(3)特別表彰の憲政功労年金支給について

国会iこ50年以上在職した議員に対して支給されている年額500万円の功労年

金(r憲政功労年金法j)は廃止する。

本制度は衆議院在職50年を超える尾崎行雄君を念頭に、昭和29年に

制定された。当時は、現行の国会議員互助年金制度が存在せず、議員歳費

93万6千円に相当する 100万円を功労年金とした。その後、昭和62

年に 500万円に引き上げられている。

国会議員に関する互助年金制度が整備されている今日、本制度は廃止す

べきである。

2、弔慰金について

弔慰金(r国会議員の歳費、旅費及び手当等に関する法律J)は廃止する。

現職議員が死亡した場合は歳費の 16月分が、また職務に関連した死亡

2 
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立法補佐機関改革の動向と課題

の場合ではさらに4月分が支給されている。この制度は議員互助年金制度、

公務災害(死亡)遺族補償年金制度ができる以前の昭和22年に創設され

たものであり、これらの年金制度が整備された現在にあっては廃止すべき

である。

なお弔慰金制度は米国の制度に見習って作られたものであるが、米国は

その後この制度を廃止している。

3、国会の公用車・自動車務係について

(1)公用車について

国会の公用車lま10年を目標に台数を半減する。また、遅くとも7年以内に全
車を低公害事とする。

衆参両院で279台ある公用車は 10年を目標として台数を半減する。

また、両院の公用車はすみやかに低公害事に切り替えるべきであり、 f3年

で切り替え」との要請もあるが、コストの問題を考慮し、遅くとも 7年以

内に全車を低公害車とする。

衆・参両院で保有するトラックについては漸次廃止する。

|衆・参保有台数調べ|

衆議院

参議院

合計

役員寧(正副議長、常任・特別委員長等)

政党配属車

予備車

事務用

その他 (l¥-A、トうけ等)

役員車(正副議長、常任・特別委員長等)

政党配属草

予備車

事務用

その他 (J¥コ、円、yク等)

(2)自動車整備ヱ場について

38台

74台

1 7台

28台

9台

39台

43台

1 0台

1 7台

生主
279台

衆議院・参議院にある自動寧整備工場は廃止する。自動車整備業務は全て

民間委託する。

協議会は業務を民間に委託した場合のコストを試算した。極めて粗い試

3 
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算ではあるが、現在両院でかかる整備コストよりも民間に業務を委託した

方が約1. 800万円の節約となることが判明した。

衆・参事務局においては業務を全て民間委託にできるように直ちに準備

に取りかかるべきある。

4、議員秘書給与の改革について

現行の秘書給与制度を改め、公設秘書給与の総額を定め、その総額の範

囲内で各盟会議員が公設秘書数と公設秘書各人の給与額を決定する。ただ

し、公設秘書1人あたりの最低給与額を定めておく。この脅格の元に、今後制

度を設計していく。

現在の秘書給与については公設と私設との間に格差があるなど現実に

そぐわない面があり、秘書院の協調関係等に影響することもあって、従

来から制度の見直しが叫ばれてきた。さらには公設秘書を5年間勤める

ことにより政策秘書への道が開かれるため、政策秘書と第一、第二秘書

との区分が不明確になってきた。

新しい時代のより良き秘書給与制度のために、協議会としては欧米で

定着している総額一括制度を提言する。(現行制度の継続も総額一括制

度の下での総額の枠内でトあれば、選択肢の一つであることは言うまでも

ない)但し、制度設計をするにあたっては昇給、退職金、社会保障など

の点を充分に議論しつつ、また当事者の意見にも耳を傾けながら、直ち

に制度改革に着手すべきであると考える。

5、国会施設の有効利用について

主な諸外国の国会施設の行事や催し物等を調べた結果、各国とも芸術・文化

に対し、関かれた国会であることが分かり、盟会施設の有効利用を図ることに

ついては意見が一致し、今後も議論を継続すべきであるとした。

医ヨ

米 国一大統領就任式関連行事、独立記念日式典、外国元首等の歓迎レ

セプション、地下通路でのギャラリー、中央玄関等での式典に

付随する演奏、前庭での軍音楽隊演奏など

カナタペ回総統就任式典での演奏・コーラス・踊ゆ、玄関広間でのクリス

マス・コンサートなど

英 国・ウエストミンスター・ホール(議事堂付帯施設)での各種行事

イタリアー各種記念行事、文化・芸術振興の催し物多数(議長提案、議

長団承認)など

ドイツー記念コンサートなど

日 本一議会開設 70、80、90年記念行事おける展示会(憲政、図書館)

4 

~ヒI去59(2・438)960



立法ャ次苧の動|白w

議会開設百年、 110年記念行事展示会、特別参観、講演会など

衆議院 憲法施行 50年記念行事における特別参観、演奏会、映

画会、野点(前庭)など

参議院 参院 50年記念行事における特別参観、子ども国会、女

性国会

協議会では国会を国民が親しみやすく、近づきやすい存在にすべきであ

り、国会を芸術・文化振興の象徴的な発信の場と位置付ける意からも、国会

は国民のものという意識を持った国会施設の有効利用を検討し、今後も議

論を継続すべきあるとした。

また、催事内容については演奏会開催の希望が多く、年にし 2回は国
会を一般に開放すべき、震内外を利用すべき、手続の基準を決めるべき、

などの意見が出され、今後の協議機関としては議院運営委員会が適当であ

るとした。

E 、今後議論すべきもの

1、国会事務局改革について

法制j局、調査局など両院の事務局改革

速記に関わる諸問題

2、法案審議のあり方について

本会議趣旨説明制度も含めた法案審議のあり方

3、情報公開について

衆参合同の「国会情報公開法検討会jの設置

盟、今後の対応について

本報告書のr1 jの「今回会で結論を得たものJについては、内容が与党3党幹事長
の了京を得たのち、これを衆参の議院運営委員会へ提案し、議院運営委員会におい

て協議の上、結論を得るものとする。(その場合、議会制度協議会、議院運営委員会

各小委員会での検討が考えられる)その上で、法律改正の必要なものについては法

律改正をおこない、法律改正の必要でないものについては申し合わせの上、直ちに

実行に移すべきである。またrlIjについては、引き続き本協議会で継続して議論す
るか否かについては与党3幹事長の指示に委ねる。

5 
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付記

。庶務小委員会での議論とした項目

議院運営委員会庶務小委員会で、論議が始められた項目については、当協議

会で下記の項目について若干の議論はしたが、すべてを庶務小委員会に委ね

ることとし7こ。

(1)議員の身分証明書について

身分証明書がないことで日常生活において支障をきたした例もあり、ま

た身分証明書を発行している諸外国も多く、希望者あるいは全員に対して

直ちに発行すべきとの意見があり、議論された。また、秘書の身分証明書

発行の要望もあった。議員については議院運営委員会の庶務小委員会にお

いて希望者に発行することとで合意した。

(2)宿舎送迎パスについて

宿舎送迎パスについては存廃の議論が分かれ、発着時間等の利便性を考

慮した運行にすべきとの意見があったため、存療を含め運用について衆参

会議員に対してアンゲート調査を行なうべきとの意見が出された。運行改

善すべきとの意見が大勢であったため、改善の流れとなったので庶務小委

員会で協議することとした。

以上

6 
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立法補佐機関改革の動|白jと課題

盟会事務局等改革に関する提言

18.2.10 

自由民主党行政改革推進本部は、今次の公務員の純減問題に関し、平成18年

度より 10年間で20%の純減を提言している。政府は、今後5年で5%の純滅を

達成するため、これまで重ねてきたスリム化努力をはるかに上回る、大胆かっ

構造的な業務の見直しに取り組み始めている。そのなかで、国会の事務局組織

(両院事務局、両競法制局、国立国会図書館、裁判官弾劾裁判所事務局および

裁判官訴追委員会事務局)は、総務省による組織・定員管理の対象外となってい

るため、これまでスリム化・効率化の観点からの克直しが実質的に行われていな

かった(別表1)。

国の行政機関の取り組みに鑑みれば、旧態を残している国会の事務局組織は、

今や、そのあり方そのものに立ち返って抜本的見直しを行うことは、喫緊の課

題であり、政治の責任と言える。

10年で 20%以上の定員の純減を実現するには、両院の施設・設備や重要員、機

能の重複などを踏まえ、効率的な事務局運営のため、衆参両院の事務局組織の

統合を目標にすえつつ、以下に掲げる当面の措置を早急に講ずるべきである。

1 当面の措置

(1)給与等の見直し

職員が任命されている両院事務総長や両院法制局長、冨立国会図書館長が、

国民の代表である国会議員よりも俸給表上では上位に位置付けられ、両院事

務次長、両院法制l次長、国立国会図書館副館長等と各省庁のトップである事
務次官とが同格とされている。こうした幹部職員の給与体系は、行政機関の

本省幹部職員等の職責、格付け等と著しくバランスを失しており、抜本的見

直しを行うべきである。(事務総長・次長、専門員、館長・副館長、専門調

査員、法制局長・次長等)

①両院事務総長、常任委員会専門員や国会図書館専門調釜員などの特別給

料表適用者については、そのほとんどが内部職員から任用されている実

態に鑑み、特別給料表を廃止して、給与体系を一本化する。

63 
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②職員に占める幹部職員等の管理職の割合が著しく高いことから、その割

合を行政機関の本省幹部職員並みの比率に引き下げる(別表2)。

(幹部職員 173人司48人、課長職371人司207人)

③また、各種手当のうち箇会特別手当など国民の理解が得られないものにつ

いては、 18年度をもって廃止する。

(2)組織・定員・業務等の見直し

行政機関に準じて当面6年間で5%以上の定員の純滅を実施するにとど

まらず、以下の措置を講ずることにより、独立法人化による定員減を除いて

5年間で 10%以上の定員の大幅な純滅を図る(別表3)。

①速記(293人)、運転(226人)、警務(469人)業務については、機械化、民

間委託を徹底することなどにより、組織・業務・要員配置の抜本的見直

しを行う。

②両院法制局(158入)については、業務の繁闘に機動的に対応できるよう

組織を統合して効率的な業務運営を行う。

③両院事務局の調査局・調査室(595人)と箇立国会図書鎮の調査及び立法

考査局(179人)の調査業務における役割分担を明確化し、機能の重複を

整序するとともに、民間専門家の能力の活用を函る。

⑧委員部(278人)と調査室(595人)の有する委員会運営機能と調査機能が

より効率的・効果的に発揮され、委員会を統一的に補佐することができ

るよう、調組織の統合を図る。

⑤内部管理(洞院庶務部394人、両院管理部546人)業務をはじめ業務全般

について 1T化、機械化を進めるとともに、職員が行うべき業務かどう

か見直しを行い、民間委託を推進する。

⑥国立国会図書館(940人)については上記を踏まえ、組織の抜本的な見直

しを行った上で独立法人化(男IJ紙上 2)して効率的な業務執行を確保

する。憲政記念館(21人)についても独立法人化するとともに、弾劾裁判

所事務局組織の常設の必要性について検討し、見直しを行う。
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立法補佐機関改革の動向と課題

(3)資産等の見直し

歳出削減の徹底と合わせ、国会の所有する資産の効率的な活用、売却可

能な資産の売却の促進等必要な措置を講ずる。

2 中期的取組事項

業務が両院事務局聞で重複、代替しうる警務、速記、運転、施設・設備管理

等に従事する職員から順次、人事交流を進め、業務遂行の一体化を図る G

さらに、両院事務局組織の統合の在り方について、半年以内に具体的な成案

を得る。

3 推進体制等

ア 両院合同の協議会の設置

国会の事務局組織の改革を的確にスピード感を持って推進するため、衆参

両院合同の障会事務局改革協議会(仮称)を設置し、各事務局組織は、上記

事項の検討状況および実施状況を協議会に定期的に報告し、公表する。

イ 第三者評価の実施

国会の事務局組織が行っている業務(外部委託等に係る内容、入札方式、

随意契約価格等を含む)、給与・手当等について、永続的な外部の申立第三者

からなる評価委員会(外部有識者+国会議員)を設け、客観的かつ厳正な評

価を実施し、その結果を公表する。

北法59(2・443)965 



資料

医E

国立国会図書館の「独立法人」のイメ}ジ

1 名称

「国会図書館j を含んだ名称とする。

(イメージ)r国立国会図書館法人例)r国立大学法人j

2 所管

同議i莞の議院運営委員会が共管する。

3 役員

国会図書館長及び法律で定める人数の役員を債く。

4 職員の身分

非公務員とする。

5 組織

国会図書館長の裁量で決定する。

(イメージ)調整室、収集・書誌局、資料提供局、主題情報局、調査室

6 業務範囲

現行の国立国会図書館法に基づく業務をベースにスリム化を図る。

7 業務運営

議院運営委員会が中期目標 (3~5年)を設定し、国会図書館長は中期目標を達成す

るための中期計画、年度計画を策定する。

8 会計

原則として企業会計原則によるものとし、財務諸表の作成や会計監査人の濫査を行う。

9 人事管理

職員の給与等に業績を反映させる。

10 財源措置

予算の範西内で必要な運営費交付金を交付する。使途の内訳は特定しない。

11 チェック機関

商議院の議院運営委員会の下に、合同で評価委員会を設置し、毎年度及び中期目標終

了時に評価を行う。メンバーは、筒議院の議院運営委員会所属委員及び外部有識者とす

るロ

北法59(2・444)966



出
川
町
中

(ω
「独立行政法人通則法」と f国立国会図書館法jの関係

寸》
、~

r独立行政法人通則法」の仕組み

所管ー主務省(内閣府又は各省)

役員:法人の長、役員(人数は法人ごとに法定)、監事(複数名)

職員の身分回国家公務員文は非公務員

組織・法人の長の裁量により決定

業務範囲:法人ごとに個別法で規定

業務運営:，t務大置が中期目標 (3~ 5年)を設定

法人の長は中期目標を達成のための中期計画、年度

計画を作成

人事管理職員の給与等に業績を反映

財源措置・予算から必要な運営費交付金を交付(内訳は不特定)

会計・原則は企業会計原則、財務諸表の作成、会計監査人の監査

チェック機関。主務省、の独立行政法人評価委員会

総務省の政策評価・独立行政法人評価委員会

(外部有識者で構成)

「国立国会図書館法」の仕組み

所管 両議院の議院運営委員会

役員.国会図書館長、副館長

職員の身分・関家公務員

組織:国立国会図書館法で設置(管理部局、調査及び立法考査局)

業務範囲:国立国会図書館法で規定

業務運営 毎会計年度の始めに両議院の議長に経営・財務状態

を報告。同議院の議院運営委員会が6か月に 1回以

上予算を審査

人事管理.職員の給与等は法定

財源措置予算を措置

会計公会計

チェック機関・連絡調整委員会

(両議院の議院運営委員長、最高裁裁判官 1名、

国務大臣~ 1名で構成)

い
た
止
一
時
雨
ρ

述
U
N
h下

31J口
…
」

剛
畑
朗



衆議院、参議院及び国立国会図書館の定員の推移画室E

年度
衆議院 参議院 国立国会図書館 国会職員合計 行政機関

定員(人) 増減 定員(人) 増減 定員(人): 増減 定員(人): 増減 定員(人): 増減
平成 7 1831 : 1381 : 850: ー 4060: 857204: ー

ー

E 

' ' 

17 1805: ..26 1371: ..10 940: 90 4116: 56 332034: ..525170 

増減率 "1.38出 : "0.72出 10.59出 1.38% 
.. .. (鈍揖)_..L.~~1~.?旦

j 企9.52目

備考)増減の要因

衆議院(事務局]新調査室の設置(決算行政)、臨時衛視制度の廃止、赤坂議員宿舎のPFI化
【法制局】法制企画調整部設置

参議院[事務局】憲法調査会及び国家基本政策委員会の設置、臨時衛視制度の麗止
【法制局】憲法調査会設置に伴う業務量増加

国会図書館:闇際子ども図書館設置、関西館設置、開館s.開館時間増対応

出長

廿?

行政機関:525170人の内訳;郵政公社化 企286402人
国立大学法人化A.132959人
独立行政法人化企70859人
純減 企34950人
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曹司
衆議院、参議院及び国立国会図書館の給料表別定員等について

出
川
町
中

(ω 衆議院 参議院 国立国会図書館 国会職員会計 行政(本府省)

予算定員 総数に占める 予算定員 総数に占める 予算定員 総数に占める 予算定員 総数に占める 予算定員 総数に占める
(人)(A) 割合(A/包) (人)(A) 割合(A/B) (人)(A) 割合(A/B) (人)(A) 割合(A/B) (人)(A) 都合(A/B)

特別給料表 21 1.5出 21 2.0目 16 1.7弘 58 1.7帖

指定職給料表 46 3.3出 42 4.1目 27 Z日出 115 3.4% 537 1.4叫

計 (20) 67 4.9弘 (15) 63 6司1唱 (13) 43 4.6目 (48) 173 5.2出 537 1.4出

行(ー)11級 (40) 66 4.8弘 (30) 60 5.8唱 (27) 35 3.7% (97) 161 4“8% 1.089 2.9見

行(ー)10級 (45) 92 6.7弘 (34) 63 6.1覧 (31) 55 5.9拡(110) 210 6.3弘 1.233 3.3出

一一一一一一

寸》に。

注1)r衆議院JIこは裁判宮訴追委員会事務局を含み、『参議院JIこは裁判官猟劾裁判所事務局を含む。
また、衆議院及び参議院の「総数』及び「人件費Jは技能労務職員、速記及び議警を除く。

注2)定員は平成17年度予算定員、人件費は平成16年度決算額である。なお、人件費は職員基本給、職員諸手当及び超過勤務手当の合計績である。

注3)( )内は行政(本府省)と同じ割合にした場合の定員数
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恒吉司
主な国会事務局組織(改革後のイメージ)

医璽園
-・ベ評価委員会戸

(独立法人j
注1) 

i 国会図書館・ i 憲政記念館~ ~ 

(;主2)

o主4)

(注3、4)

(注1)事務総長及び法制局長1士、両院議長が両院議院運営委員会と協議し、両議院の承認を得て任命(現在の事務総長のように
役員とはしない。国会図書館長と悶様の任命手続) 0 

(注2)国会法制局の庶務業務担当部署については、庶務部の分室の位置付けとし、庶務部の担当課が国会法制局を含めた全体を
総括するo
o主3)各々の部は各院の常任委員会等を担当する課により構成され、現行の調査室、国会図書館調査及び立法考査局が有する
機能iま各々課が持つこととし、国会図書館には調査現場としての調査室を配賞する o

(注4)議事部及び委員部において記録も所掌することとし、記録は両院共通のシステムによる。

酒好

令元
--'ム



立法補佐機関改革の動向と課題

直E
平成18年5月31日

衆議院事務局等の改革!こ関する小委員会中間取りまとめ

衆議院事務局等の改革に関する小委員会は、現在、国の財政が危機的状況に

あり、政府において様々な行財政改革が推進されている中、衆議院においても、

事務局等を効率的かつ機能的な組織にし、立法・行政監視補佐機能の充実強化

を図る等の改革を推進するために設置されました。
当小委員会は、平成， 8年2月8日以来、 9回にわたり協議を重ねた結果、

次のとおり中間的な取りまとめを行いましたので、ご報告いたします。

1.効率的かつ機能的な組織に向けた取組み

昨今の厳しい財政事情にかんがみ、衆議院としても独自に、事務局等を効

率的かっ機能的な組織とするため、業務の合理化及びアウトソーシング、組

織の改編等を着実に進めることにより、 5年間で5%以上の定員を純滅する

とともに、特別給料表適用者の給与の見直し等を行うこととする。
， .定員の純減

平成， 7年度の衆議院定員('795名)から、 5年間で95名 (5.

29%)以上の定員を純滅する。

2 組織の改編

(1)憲政記念館を部相当の組織から縮小し、議事部資料課と統合する。
(2)速記者養成所を廃止する。

(3)新議員会館竣工後、第一議員会館課及び第二議員会館課を統合する。

(4)新赤坂議員宿舎竣工後、議員宿舎の統廃合を行う。

3 議員専用パスの運行縮減等

(1)議員専用パスは、議員宿舎と議員会宣言を結ぶ交通手段として議員活動を

支援する上で有益であり、引き続き運行するが、利用者の少ない朝の第3

便と夕方便は次恩会から廃止する。

(2)運転手の退職者の補充については、当面30人程度に遣するまでの問、
外部委託を進める。

(3 )元正富Ij議長に配属されている草の昆匿しについて、議院運営委員会にお

いて検討する。

4.特別給料表適用者の給与の見直し
特別給料表適用者の給与については、以下の方針に基づいて見直しを行う

こととし、参議院とも観整を行う。

(1)事務総長の給与は内閣官房副長官と、法制局長の給与は内閣法制局長官

と、国立国会図書館長の給与は法制局長と同格とする。

(2)常任委員会専門員及び国立国会図書館専門調査員の4号給は廃止する。

北法59(2・449)971 



資

立目立法補佐機能の充実強化について

国会の立法機能及び行政監視機能を強化し、議員活動に対する支援の充実

を図るため、事務局等の立法・行政監視補佐機能については、行政府から一

定の独立性を確保しつつ専門性を高め、併せて関係機関相互の連携強化を推

進することにより、一層の充実強化を図ることとする。

1 .立法・行政監視補佐機能を担う組織の人員確保

(1)立法府の独立性を保つため、行政府から誤査局への出向は以下のとおり

見直す。

①専門員及び首席認査員については、今後新たな出向者を受け入れない。

なお、行政府を退職した者を専門員に起用する場合は、行政府からの

独立性確保の観点から、議院運営委員会において厳格に審査を行う。

⑤ 次席調査員については、 5年後を目途に新たな出向者を受け入れない。

③ 一般調査員については、 5年後に廃止も含めた出向のあり方について

再検討を行う。

(2 )調査局の定員は当面維持し、専門性の高い人員の確保に努めるロ
(3 )法制局の定員は削減の対象とせず、必要に応じて増員も検討する。

(4 )国立国会図書館誠査及び立法考査烏の定員削減は行わない。

2.調査局の専門性の強化

(1)調査局の管環職登用に当たっては、一定期間の調査事務等の経験を要す
る等登用基準を設けるものとする。ただし、当該基準の適用については、

5年程度の猶予期間を置く。

(2 )調査局内の人事異動については、原則として所管が関連する調査室聞と
する等、各調査室の専門性を高める運用を行う。

(3 )行政を除く外部機関との交流に関する「人事交流言十甑Jを策定し、国内
外の大学及び民間研究機関、会計検査院等との交流を深め、連携を図る。

(4 )調査局に優禿な人材を確保するため、中途採用、客員調査員の採用を拡

大し、任期付採用制度を導入する。

(5 )調査局の組織上の位置付け及び調査事務を専門に行う者を採用する試験

の導入については、将来的な検討課題とする。

3.調査局の業務拡充等

毘会の立法機能及び行政監視機能の強化を図り、認査依頼事項の高度化、

各調査室の所管を績断する事項の調査に対応するため、以下の点も踏まえ、

「調査局ビジョン」を策定する。

(1)委員会審議に関する情報提供の拡充を図る。

(2 )法律及び政省令の施行状況、委員会決議及び附帯決議等に対する政府の

対処状況を常時調査することにより、行政監視補佐機能の強化を図る。

(3 )認査業務の一部を調査研究機関等へ外部委託することにより調査の効率

性を高める。

(4)各調査室の所管を跨ぐ横断的な調査に対応するため、人員を確保すると
ともに、人員の柔軟な配置を行うようにする。

(2・45



工法補佐ぷマヲー次革のヤヤ J課題

4 調査局、法制局、国立国会図書館の連携

(1)譲査局、法制局、思立国会図書館の人事交流を深める。

(2 )観査局、法制局、直立国会図書舘の電子約ネットワークの栢互利用を促

進する。

(3 )調査業務における関係機関の連携協力をさらに強化する。

5 調査局以外の事務局の部局の強化

調査局以外の事務局の各部局についても、人員の柔軟な配置に努めるとと

もに、質の向上を図る。

目 衆議院所管の国有財産の活用について

衆譲渡所管の国有財産については、その所在地、利用状況等を検討した結

果、以下のとおり、処分または有効活用を留ることとする。

1‘事務局分室、法告11局分室、速記者養成所及び職員研修所l立、必要な機能に

ついてその代替施設の確保を含め衆議院の施設整備等を勘案しつつ、できるだ

け速やかに財務省に移管する。

2 自動車置場については、平成24年6月まで新議員会館整備に伴う仮設駐

車場として利用することとなっているが、以降の活用方法については、 「国

会周辺施設記置計画J (昭和36年議院運営委員会決定)の見直しも含め、
議院運営委員会において検討する。

N.事務局等の在り方の見直し

1.事務局等の在り方については、今後も必要に応じて見直しを行う。
2 会議費の支出の在り方については、議院運営委員会理事会において検討す

る。
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